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パフ。アニユ{ギ、ニア材の力nγ:J't守性質第 2 報

東ニューブワテン産材による合板・

ボード実質@パル よび木炭の製造

未手IJ JIJ 樹語研究班山

可九Torking Group 0η Utilization of Tropical 存可Toods : 

Properties of Some Papua New Guinεa ì九roods Relating 

with M日nufacturing Processes 11 

Plywood, particleboard , fiberboard , pulp and charcoal 

fr口m some East New Br・itain woods 

要 旨'*ニ 1 ーフ 1) テンぬオープンベイ地I不ーで採集した 241'重 30 個体の木材について，単板， fT

.i!;i， パーティクノレボード，ハードボ←ド，パルプ，木炭などの製造における加一1'._1:の特科と製品性能

を悦穏月IJiと試験した。合板製造では， tfl板切 ì'jljの困難なもの，斗i叔品質の不良なもの，$板乾燥に時

間のかかるもの， 1)1板接持の不良なもの，などがそれぞれ数樹駆ずつ認められたが，中程度の比重の

ものは概して無難な加オ性を刀、した。パーティク Jレボードの製造では，樹種により接着剤の硬化民』答

で)lX:板不良のものがあったほか，削 JI 製造 i あるいは製品品質上好ましくないものが低比重と五日比iE

のf~'Iと多く認められた。ハードボF ドについては，サイジングを施す絞り製造上あるいは製品品質 i

特に問題となる制限は認められずs クラブトパルプについても，パルプの収率と強度が国産品fの場合

に比べやや低い点を除けば，いずれの樹極も平I])+J 口I能と判断されたの木炭製造では，家庭用または工

業別になりうる液型礼木炭が潟[比近の 4 例[ふから i~f，られた。
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まえかき

if5 1 f'世に続いて， 1975 年 3 月東ニューブリテンのオープンベイ地区で採集した大経木 24 種 30 個体に

ついての単仮，ィ今ì J悦パーティク Jレボーにハードボード，パノレフ。および木炭の製造に関する試験結果を

半世合する。供試材はがj報のひき材加工lこ関する試験lと用いたものと同じ修行本で，丸太の7惨状および王切り

法は第 HQに示したとおりである。

み:rせでは名ー試験項目ごとの結果をたがいに関連なく記載するにとどめ，諸特性鏑11時の関連性や樹樗月IJの

利用適刊については全試験の終了後l主総介的な検討を加えることにした。

本研究を進めるにあたり各方術より多大のご協)Jを賜っている。特/i:::供~J\/I(の採集・同定についてはノf

プアニコーギニア|司の Department of Forests のご支援によるところが多い。また採集の現地作業と採

集水の輸送については総武通商株式会社と Open Bay Timber Pty. Ltd. のど協力を j'l; tこうとと Ici京区

のみt意を表する。

研究の計 l時!Iと実施に燃しては， J..村 氏場長および力11納 孟木材部長のご配慮にあずかり，試験料の木

取り・加工勺については製材研究室@木工室・応用研究室をはじめ部内関係名位!と大へんお骨折りをいた

だいた。 ζ の機会をかりで厚くお礼申し上げる。

1.合板製

L1 蟻板切南1I 性

本ト叙主幹・大王子 裕

小型!のベニヤレース lとより，生村状態で単板切lWを行い，単板の品質〈裏書1]れ， IIDあらさ，けばだちの

程度)， さらに供試樹額の基礎的な材質値として求めた生付についてのブリネノレかたさ p 横山げ試験によ

るヤング係数， iltllず強さ八手の備を参考 l乏して， 供式 24 樹F重 (30 íl同体〉のi単板切内IJにおける適性を検討し

-1--
1'-0 

(1) 実験方法

1) 単絞りJ j'jIJ 使用したベニヤレースは小型の実験問レース(刃物の最大長さ 45cm) で，単板の透

り浮き1.02 mrn , 刃口間隔は水平方向絞りを 10悠とした。供試原水はあらむきすることにより直径約

50c'~60cm にそろえた後l乙 長さ約 25cm iC横切りし， 上記の条件で単板切行IJを行った。単板切開IJは生

材状態でfjい， ;(1:;ìiJj}処玉県を行ったものについての l尚反切削は実施しなかった。

切内11 された単慌について， )立十ilc iζ近い ml分および心辺境界と樹心とのほぼ巾央部分からそれぞれ原木 5

向転分の時t板を選び， Z築制れおよび段iあらさ測定用の試験片を作製した。袋割れの測定は単板木 [1 ]Ì立を万

能投影機lとより 20 {却と拡大して， 発生している割れの深さを測定し， 単板j享さで除した値与を裏書IJれ率と

して求めた。函あらさは，主!と恥板面の目 lまれの程度を検討するために測定したもの寸，測定はけばだち

のヲ在住が顕若な部分はできるだけ避け，触針式あらさ言11ζ より中心線平均あらさを，誇i板表面および裏l習

について求めた。さらに t J手板市におけるけばだちの程度を内限により言平慨した。

2) 品!げ試験 曲げ試験}-Jïおよび次項iこ記すかたさ試験片ば， J:ft板切削用丸太に隣接した部分で丸太

の半筏方向において樹心から丸太半径の約 70% の位置で採付した。

選1 げ試験片の寸法は 130 rnm 長さ) X15 mm  (幅) X7 rnm (厚き)で， スパγノケ向は繊維方向1] 1と直



パゾア二 c. ーギニア t;JのJJnTri'J ド日空(当~2 報) (未利用松j積研究~IE)

�""';' /'H..-tJ…山 30 I 51. 3 38.7へ，.67.2114.49.6十トr一~、"ぺ18.0 1 12.6 9.2会r叶ヘ

t波1: ) 1) 免蝕触t虫l捜樹童釘i 式あらき古計r!にζよる了中わ心線平均あらさ
Note) Roughness of center line average measured with the stylus method type instrument of measure. 

ment of surface roughness 
2) 十十け lまだちの発11屯が非常に顕著 Irlまだち

十十 Very remarkable fuzzy surface. 
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Table 2. 供試樹種のプリネノレかたさ(生材)，

Brinel1 hardn巴S8 (green) , Y OUNG'S modulus and modulus 

J樹 種 Species l q}hk plιE 佳一刺一 B説fTムm1g阿1D2Ua品MlH三1)、
ce 

スポンジアス Sβondias dulcis i 11. 33 0.3C ベ:) .1 (, 11. 63 0, 35.-~ 1. 00 

アノレストニア Alstonia scholaris 2 0.27 O ， 26~~0.26 0.46 O. 40~0.55 

カ ナ ウム Canarium indicum 3 日， 51 O. 49~.0. 53 1.35 1. 28~ 1. 44 

イエローターミナリア Terminalia calamansanai 4 O. 57 0.50~0. 64 1.18 O ， 82.~I ， 60 

レッドブラウンターミナリア 5 自 .41 O. 36~0. 45 白書2 O. 70~1 ， 30 
Teγ宵zi抗alia solomo抗e抗SIS

" !f 6 i 0.43 0 ， 3ヲ.~O. 47 自.98 0色 62.~1. 20 

11 !I 7 日 40 O， 33~0.48 11. 宮 2 0惨 71~1. 16 

エ '7 Octo附eles sumatrana 日 日 30 0.23~0.35 0.47 0.26~0.58 

ク ワ ン Y ソ Elaeocaγ骨us sPhaeγicus 9 。 45 O， 39~0. 49 1.07 0.82~I ， 54 

て7 ブ 7、 H前nalií札慨 joeti品叫制 10 O. 76 O. 69~.0. 79 2. 25 2 ， OO.~2. 52 

カロフィルム CaloPhyllum vexans 11 自 .3自 0.37~0.41 O. 84 0.56~1. 10 

て7 ソ イ ア Cryρtocarya 例assoy 12 O. 35 0.34~0.36 0.60 0.54~0.68 

ク イ ラ I叫tsia bijuga 13 i 0.70 O. 65~.0. 73 2.42 1.44~3.32 

ダイゾックス Dyso:τylum gaudichaudianum 14 0.64 0.57~0.69 1. 24 O. 78~ノ1. 60 

了ソチ了可ス Antiaγis toxicaγia 15 0.26 O. 21~.0. 32 0.46 0.36~0.56 

アルトカ jレプス ArtocaYjぅus incisus 16 0.30 0.27へ.0 ， 33 O. 51 O. 48~心.70

カ メ レ レ EucalYlうtus deglu�ta 17 。 53 0.48~0.60 O. 95 0.84~1.02 

!I !I 18 i 0.45 o. 40~0. 56 日. 80 O. 56~0. 98 

11 11 19 O. 53 0.47~O.62 1.02 0.64r , "1.48 

ウォータ ガム Syzygium sp. 20 11. 58 0.55~O面白 1. 19 o. 90~ 1. 54 I 

ブ ブ ラ A悦thocゅ，hal;祉s cadal悦~ba 21 白羽 O， 35~0.40 O. 84 o. 70~し 04

ヱ ミノ ア Evodia elleryana 22 Il. 37 0.31~0園 40 陸 67 0.50へ.0.76

タ ウ ソ Pometia pinnata 23 乱開 0.5 1. ~0.66 l. 24 0, 80.~2思 04

11 11 2,1 O. 75 O. 72~0. 82 1. 77 1. 52~.2. 00 

11 !I 25 O. 72 0.68~0. 75 1.自 3 1.. 52~"2. 24 

タ ウ ン Pometia sp. 26 0.62 O.53~0.69 1. 32 1. 1.0~ 1. 60 

ノ f ラキコウム Palaquium erythrosþer抑制n 27 0.41 O. 40.~0. 43 。叩 O. 74~ 1. 04 

プランチョネラ Planchonella thyrsoidea 28 自.3宮 0.37~0.42 由. 57 O. 42.~0. 70 

ア ンベロ ベ Pterocy慨bium beccaγii 29 O. 2自 O 酌 24~0.34 仏関 O.30~0. 54 

セ jレ チ ス Celtis kaje叩skii 30 O. 53 O.49~0.57 1. 1 自 0.88~1.56

許:) 1)2) 8~lO 1聞の測定値の平均
3) 荷 2童市
4) 試験片数は名政木lと対して 8~1O木
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I出げヤング係数， Illl げ強さ(~三材，結j Ifll げ〉

。f rupture (green, bending perpendicular to grain) 
…二一寸士二二士 工 戸→二-二二 ι

| ヤング係数
(kg/mm2) I y~側、江川
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角，荷重面は板図面(荷重方向は木材の半径方向〕およびまさ弓面〔荷重;方向は後線方向)として，各荷

重方向の試験lζ対して 8~10 本の試験片を用意した。山け寺試験は生材状態の試験片lζ中央集中荷主Eを加え

て行い，スパンは 90mm， たわみ速度は 3mm/min. とし3 これから曲げヤング係数， [出げ強さを>lえめ

fこ O

め かたさ試験試験j十寸法は 4cm>く 4cmX4cm とし，各原木について 4~5 個の試験j'ï'を作製し

た。なお，総定は生材状態の試験汁の板目面，まさ目的1について，それぞれ試験Jt 1 Wtl あたり 2 点ずつ1'1

っ fこ O

(2) 実験結果

各原木についての単板品質に関する試験結果を Table 1 I乙，ブリネノレかたさ p および横曲げ試験によ

るヤング係数，曲げ強さの値を Table 2 IC;J~す。なお，単板切削lこ際して本実験lて使用したベニヤレー

スの能力にもよるが，マラス (10)，クイラ (13) の間樹種は切削困難で，またスポンジアス (1) の場合

繊維の切断不良による迷続した単板切加が困難であった。上記の理由!こより，これら 3 樹種!こついての単

板品質lζ関する実験結果は記載していない。

Table 1 Iこ示した裳苦手jれ率をみると，アルストニア (2)，カロブイノレム (11)，マソイア(12)，アンチ

アリス (15)，アルトカノレプス (16) ， ラブラ (21) ， プランチョネラ (28) ， アンベ口イ (29) 等で 30%

前後の低い{直径示しており， もっとも高い槌を示しているのはカメレレで 60rJ70% 0)値をがしている。

カメレレは 3 個体について実験を1j っているが9 個体i習における裏害対れ率の相iさは 1096 程度でありあま

り大きくない。ただ面あらさをみるとョ重量BUれ率が 3 個体中もっとも;おい{直をぶしている No. 17 の出あ

らさは他の 21自体に比較しでかなり良好な{立を示している。これと同様な ζ とは，やはり 3 個体について

実験を行ったレッドブラウンターミナリアについても認められる。つまり， No.5, 6 における裳割れどキ

は 47% 程度で， No.7 の場合約 58% とやや高い値を示しているが，送 lこ l手桜表凶における r(刊あらさをみ

ると，前 2 者の場合の約 15μ[こ対し，後者では 7.8μ とかなりの相途が認められる。

l主lあらさの場合参全般的にみて単板表面に比較しでj単板表面における値がやや大きいが，両者聞の差は

あまり大きくはない。なお，内岐による判定でけばだちの発生が大きな原本の場合，百あらさもかなり不

良になる結果が示されている。

供i試 24 樹殺を比震についてみると，アルストニア (2)，エリマ (8) ， アンチアリス (15) ，アルトカルア。

ス (16)，アンベロイ (29) の 0.3 前後の値から，マラス(10)，グイラ(13)，タウン (24 ， 25) の O. 7~' 

仏 B の範囲にわたっている。供試 24 樹種の内で高比葉材に)認する 7 ラス，クイラ F タウンのブリネルか

たさをみると，板目函について求めた{自立7 ラス， クイラがそれぞれ 2園 25 kg/mm2, 2. 42 kg!mm2 であ

るのに対し， これらi丙樹稀とほぼ間程度の比i{íのタウンでは1. 77 kg!mm2 (No. 24) , 1. 83 kgimm2 

(No. 25) と，かなり低い悩が日られている。同様に，曲げヤング係数9 [出げ強さについても"ラスラ

クイラに比較してタウンの値は低くあらわれており，この場合マラスの曲げヤング係数は荷重方向の桁iさ

により，かなり大きく左右されるのがわかる。なお9 比:重およびブリネルかたさがあまり丙い値をアトさな

いウォーターガム (20) の曲げヤング係数多i.llJげ強さは，タウン (24) とほぼ同程度の出Jい値を示してい

ア
ペ:;)0

T、able 1, 2 IC示した単板品質についての測定結果および材質的な測定値等を総合して， 単板切目U Iこ際

しての樹穫の特徴を要約すると次のようになる Q
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品)マラァ、(10)，クイラ(13)

比東あるいはブザネ Jレかたさからみても，かなり i皮村 ω:ii5矧 Jこ合まれる。本尖験i乙用いたベニヤレース

は小店、の実験的な規校の機械て、あり p チャ y クへのかたい原木の取り ('J'vj が同郷で，また切U I~IJ H'ýi三険械に

作用する負荷が大きく，これら 2 樹極安!lH で切削することは1fI~!ííであった。 構造的に強闘な実用レp ス

で切 ~jlJ した場合でも，単板障さを尽くして切削することには相当 ;\ilJ約を受け9 切 11 1] !こ際してはかなり尚?bA

で JJf~牛;を煮沸処理ずる必裂があると jよしわオ L る。ま fこ人件i レースであらむさした段階では， lJJl'j l] されたlß

fbiの均的が)1ぺ守口ご大きく，これら ~[ü耐援をヰIj附するにはかなり問題がある p

b) スポンジアス(1)

上七1五Lおよびその他の材質的な{広からみて，極端な軟材であるとはいい緩いが，単担i.切削においては，京fik

維の切断[が非治 lこ五EK ，刃仁J1こ繊維がつまり切削不能になる助合が非常に多い。 ζ の現象は，研摩直後の

鋭利な )J光の万物で切 11日しても，また刃 IJ の間隔を変イじさせることによっても解決することは凶鋭であ

争 P
1'--0 

む)エリマ (8)，マソイア (12)，アンチアリス(15)，アンベロイ (29)

表割れ率はいずれも 3096 ÚU後の値で問題はないが， VJ'まだらの発誌が非常に版者であり， 切」自I] lllí もあ

らい c いずれの樹樋も低比弔+;Jで切削は容易であるが，けばだちの発生のため合板の表阪として利)1]する

ことには問題がある。

d) アノレストニア (2) ， レッドプラウンタ…ミナリア (5 ， 6) , γ ノレ i カルプス(16) ， パラキュウム

(27)，プランチョネラ (28)，セ Jレチス (30)

誕百jれギはレッドブラウンターミナリアで約 50% となり， やや r;近い ft立を示しているが， それ以外の樹

種では 3096 税皮の{直で問題はない。しかし，けばだちの発誌程度がやや大きく?この場会アノレストニ，

レッドブラウンターミナリア，パラキュウムでは，阪本周辺郊においては切 IJIJ 出は)1 泊1こ良好であるが，

以本中心郊になるにつれてけばだちの発生が大きく，ア Jレトカルプス p プランチ司ネラ，セ jレチスでは，

脱水を 1[日!転切削する闘に2 切出IJI函が良好な部分と極端に不良な部分が山:l}tずる傾向がみられる υ

e) カメレレ(17， 18, 19) 

No.19 のjぶ水中心 fC:ì5:い自~)分からゆられた ltJ.仮lこけばだちの発生が認められるが， その必皮はあまり

大きくない。 しかし， ζれら 3 個体に共通して投割れZ容は 60~70% と非常に大きな織を不し， また No.

18, 19 の単板裏l訴における úiîあら怠は供試樹種 III もっとも刊し、 H立をぶしている。さらに， No. 18 の場

合， l;JJ ljl] された単板はJI" ，~誌に切断されやすく， ワーリングiI加ζ問題になってくる。

f)イエローターミナリア (4) 男 レソドブラウンターミナリア (7)，タウン (26)

けばだら出iあらさとも大きな問題は泌められないが，公割れネfJ 5096 以上の悩を /J、し，やや!なJ l ) 

g) カナ 1) ウム Gl) ， クワンドン (9) ， カロブィ lレム (11) ， ダイゾックス(14) ， ウォーターガム

(20) ，ラブラ (21)，エボジア (22)，タウン (23， 24, 25) 

カナリウム， クワンドン，タイゾックスの裳割れ〉ドは 40へ 5096 とやや沿いが， 切削 IlÙ も合めて全般Iflj

lとみた場合， L記樹極を利用する場合Jjlj {こ問題はないものと忠われる。タウンのうち No. 24, 25 を切れ

した場合，阪本中心部に接近するにつれてp 切開IJ 音がよ-b くなり，ベニヤレースに対して負荷が大きくなる

傾向はみもれるが，主主材でも十分切i刊可能であり 1手桜品質も良好である c
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1. 2 単板乾燥性

久同点興・筒本卓造

合板利用適性を求める試験の一環として，単板の乾燥性について検討した。ことでは乾燥時間の比較に

重点をおき，併せて収縮率および狂いの程度について検討した。

(1)試験方法

1) 供試単板

供試木は採取した 24 樹極 (30 個体)のうち， 7 ラス(10)，クイラ(13) を l沿いた 28 個体である。丸

太は大型のロータ 1) ーレースであらかじめ直径約 50~60 cm Iと荒むきしてから長さがJ 35 cm iと五切り

し， 次に小型のロータリーレースで厚さ約 lmm (送り厚さ1.02 mm) Iζ切高IJ した。乾燥l寺|切と収縮率

測定用の単板は乙のようにして荒むきした丸太の外縁より樹心lと向かつて 3-~4cm の位置から数回転分

の単板をとり， これらを 30X30cm iと裁断して用いた。ただしお司、の測定!と際しては特に試片の採材位

置は定めず，より広い範凶からの単布互について測定した。

2) 乾燥万法，測定方法

実験装置は電気ヒータ一式の乾燥装置を用い，乾燥条件はド記のとおり一定とした。乾球視度 1400C，

湿球温度 580C，風速 L 6 m!sec，単板は金わくに入れ送風方向と平行につり下げて乾燥し，乾燥装置上部

lと設置した小型のロードセノレにより重量減少を連続的に測定した。また ql話方向(接税方向)のl収縮訴につ

いてはあらかじめ繊維方向の rtl央および両端から 5cm の位置に襟点距離 20cm を定めて測定した。

単板の1土いについては，応用研究室に設置している横循環式単板乾燥機の金網送りで乾燥して， {士 1:が

り状態を比較した。この時の機内温度は 130~140QC であった。

(2) 試験結果

1) 乾燥時間

前述の方法iとより乾燥試験を行い，それぞれの単板について合水率減少曲線を拙いて乾燥速度と乾燥所

要時閣を求めた。これらの結果を樹種ごとに比重，初期合水率などとJtに Table 3 に示した。 このなか

で乾燥速度の項は乾燥初期の七率的な速度および蒸発係数のみをあげた。乾燥時間 iとついては，仕上がり

合ノk率 10% までの所要時間を示したが， 供試単板のj字さにある程度差があるため予 得られた乾燥時間を

!享さ1. 0mm の場合lこ換算して乾燥時間 (A) とし p さらに初期合;jo容についてもすべて 60% の場合化

換算して乾燥時間 (B) とした。

試験結果によればそれぞれの初期合水率からの全乾燥時間と比重や初期合水率などとの単相関はかなり

低くく， これらの変数による乾燥時間の推定は困難と思われたが， 乾燥初却の乾燥速度および合水不;60 

%から 10% までの乾燥時間(日)は， Fig.l , 2 iこ示すように，いずれも比主と出い相関関係を示した。

これらのことから初期合水z本から 10箔までの乾燥時間 (A) は初期合水率と比震とのi向者を変数とした

式により不されることが予必された。次式は今回の試験結果l亡霊回帰分析を適用して得られた回帰式であ

る。

t = -2.428十 0.03369以z十 7. 42ro (R=O.937) 

ただし

t : 乾燥時間 (A) ， min Ua : 初期合/1<率，%

ro: 全乾1:七重
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のように，初期合ノドキくと比重から乾燥11 与

リがよく説明される ζ とがわかる。しかし，

この 1[1 にも樹種によっては多少J~なコ/こ itfírr1J

を示すものも合まれている。ぞの主なものは

ウォーターガム (20) とダイゾックス(14)

であるが，これらの樹艇について回帰式によ

る推定乾燥i時間]と実測乾燥11剖却を比較してみ

0.6 分であそのÆーはそれぞれ1. 1 分，ると F

これらはそれぞれ J件よ乾燥時間の 22っ fζc

0.7 。 5 06 
In 仁ゾ en dry 
重九

口 3 0.1, 

5p守に If ，( gravity 
全乾比

。2。なお， そのイ也の96' および 1296 Iと相当する。

Fig. 3 全収納ギ:と比LG:との関係

Relation between shrinkage from green 

to ov巳n dry and speじi且c gravity , 

枯j穏については碍られた司 [L1]帰式lとよりかな

りの精度で乾燥iHj間が推どできるものと思わ

乾燥による収桁

れる。

T呂ble 3 Iと供試lìí.板の悩カ lílJ (接線)jl匂)の会収納本を示した。 Fig. 3 はこれらと比設との関係をか

したものである。これによると金収縮率(町〉を全乾比重 (ro) で除した他 (ætiro) はエリマ (8)，パラ

その{也のキュウム (27) ，マソイア (12) ，アルトカルプス (16) が 20 以上でやや大きな{直をぶしたが，

'.M在!Uま今までにがù定された多くの南ハP 村とほぼ似かよった怖を小している。 なお今[ii]のデータ ω全l以泌iヰ〈

と全乾比設との相関係数は 0.66 であった。

金網式ドライヤーで IRL皮 130-~1400じ にお

乾燥による狂い

乾燥時間を測定したものと岡、j 法の単板 (30X30 cm) を2

3) 
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Table 3. 単板の乾燥

Drying time and 

j
 

!
引
料μ

極 原子校番号
j単さ(公) 比重〔全乾) 初期合水率

Species Log No. 
Thickness 
III gr巴en

!Speci五c gravity I lnitial M. C 
in oven dry 

スポンジアス

S台。叫dias dulcis 

自.33

O. 32~.~0 ， 35 162.3'~170， 9 

アルストニア

Alstonia scholω'is 

11.27 1 書4.5

190 園 l.~l ヲ6.4

カナリウム

Cα加γium indic私悦

75.5 

イエローターミナリア

T併時lÍnalia cala制ansanaz

レッドブラウンターミナリア

Teγ間inaliα so{o冊。抗的'lsis 91. 5~' 96.5 

11 

豊富.書

96. 3"', 102. 6 

81. 1 
11 

1. 11 へ0 1. 16 

エ てf L 1 日

Octo押leles sumatrana 1. 09〆 '-'1. 10 O. 29.'~0. 30 ヲ 2.~ 99.8 

クワンドン

Elaeocar戸us s1うhaericus
ヲ

B 目 4自

O. 48~jO. 49 

17.5 

70.9へj 84.0 

カロブイノレム

Calojうhyllu例 vexa削
11 

1. 0雪

1. 0?~. 1. 11 

11.40 

0.39...0. 40 

72.3 

マゾイア

CrYlうtocarya 押zassoy
12 

I 号 12 0, 31 

ダイゾックス

Dysoxylum gaudichaudianum 82，ヲハヘ. 88 , 9 

アンチアリス

Antiaris toxicar僘 

16 1.事

151. 1.~170 守 O

アノレトカノレブ。ス

Aγtocarj抑S znCISUS 

205.4 
1. 04~1.0ヲ

カメレ Lノ

Eucalyptus deglupta 

1. 16 

1. 13'~ 1. 1/ 

1. 13 日.49
!I 

1. ll~ l. 14 71. 2.~ 79.9 
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時間2 収制等〈

shrinkage of veneer 

乾燥速度(斡燥初i引)
Dryinj耳 rate
(lnitial stage) 

C96/mi口)

24.3 

乙"... :'6.0 

18.11 3.33 

\7.5"'18. 乙 江ぷ 44

11.3 

LÓ , 

211. 君

;".28. 

27.0 

ぷ 6. 己

28.8 2.98 

26. Or..30. 0 乙 68 <J.08 

日開

6.80. ノ 7. 1 

6.30 

6.08".6. 80 

17. 事 2. 盟4 5.13 4.23 

i 6. 8.0 I :l .79 〆 J. 05 4.95. S 町 30 '1. 08. .1. 己2

18. 自 3.19 4.51 

17.5ハ-' 18. 5 I .J. 08r~--' .3. 29λ . 25r"-~-'4. ﾓO 
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Table 3. Cつづき) (Continued) 

樹 種 |原木番号 Ji'jî. "� (1:) 比重〈全乾) I iD JJJJ ~ lJ<)~( 

Species I Lo耳 No.|TfIi山崎 i S~~ci_~~_~r~~~~y I Initial M. C 
|品 in green in oven dry 

一 一一 一一一一一 |一一… |一一 (%2__  
カメレレ 19 1.16 0.50 

Eucalyρtus degl坤ta 1. 15~ 1. 17 O. 49~0. 50 66. 7~ 70. 

ウォーターガム お 1. 11 0.52 103. B 
::,yz.:ygium sp 1. 09~ 1. 13 O. 51~.52I 101. 3~105. 6 I 

ー

ラブラ 21 1.8 I 1 1  1 
Anthocφhalus cadamba 1. 08~1. 10 O. 40~0. 41 I 144. 9'~147. 1 I 

エボジア 22 1. 08 I O. 34 152. 5 

Evodia ellerya向。 1. 06.~ 1. 08 I O. 34~0. 3'; 

タウン 1. 11 O. 55 

Pometza βinnata 1.08~1.13 O. 54'~0. 56 6 i, 1~ 69.3 

ィ上TJJ114lJ1\;:?と:

人 1::JJJJ-;rlf:::j-iiとタ ウ ン

PO明etia Sp. 

27 1.ι\工Jふ1JJJ17ノf ラキュウム

Palaquium etッthrosβermum

フ。ランチョネラ

Planchonella thyrsoidea 1 お1.1。 |J138l14119
アンベロイ 29 ・ 6 I 0.3自

竺竺竺??m?竺竺1 -し…一一一-22竺 ! 0.29~0.30 
セルチス

Celtis kajewskii 

注) 1) 初期合水率から合水率 10% までの乾燥時間

2) 厚[さ1. 0mm の単板を初期合水率から 10% まで乾燥する時間

3) 厚さl. Omm のlìí.板を合水率 60% から 10% まで乾燥する時間

臥 56

試牢|す法: 30X30cm , '吃燥条件:乾球温度 1400C，湿球温度 58 0C，風速1.6 m/sec，試料数回 4

173.4 

166.0~178. 1 

92.1 

86.6~ 95.4 
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乾燥 DIn速riytii乱Il1度g5(乾燥初別) 乾 燥時 I: 'rlrate 
(Initial stag巴〕

Drying time 

測山値1) I rJ換算{店 (A)2J
(1O-3g!c:m2 _, I 

hr OC) i 
M:a~u~ed i Conv~r~e~ (A) 
(min) (min) 

3.4日 3.98 3.28 

3 , 90-~4 ， 10 3. 22"~3. 42 

6.86 5. 型自

17.5~ヌO. 3. 42.~4 命 16 4.20ヘノ札 40 3. 62.~3 “ 9日

16. 5 3. 92 5.05 4.31 

16.0'.17.0 I 3.77.~4.05 5. 00~~5. 15 4. 26-~4. 34 

1 宮 1 4 自由 4.31 3.55 

3. 39.~3. 57 4. 85-v 5. 05 ~. 27-~4. 41 

之L レfjill 三J175
3.84 

3.54~4. 10 

3.23 5.8B 5.26 

22. 5.~25. 0 I 3.01'<1.38 

27.6 2. 事 7

4.97 

16.0~17.0 i 3.37~3.55 5. 55_....___6. 10 A..63八.5.20

Notes) 1) Drying time for MC reduction from initial to 10%. 

2 回 88へ~2.96

3.87 

3.37-, 3. �1 

3.92 

3. 2? ~.3. 32 

2) Drying time of 1.0 mm thick veneer for MC reduction from initial to 10%. 

3) Drying time of 1.0 mm thick veneer for MC reduction from 60% to 10%. 

109 -

以前i'í
(111出方向 F
Shrinkage 

(Tang. , gr巴巴n
to ov巴n dry) 

8.35- ノ8.50

6. 25-~6. 40 

5.5自

5. 45~"/5 白 55

6.2事

6.20へ.6 ‘ 35

7.5自

7.50-~7. 70 

6. 79 

6. 70~6.85 

7.36 

7.25~7.50 

7.75 

7.65-.7.80 

6.6自

6.60-~6.75 

Size of specimen : 30 x 30 cm, drying condition : D. B. T. 140oC, W. B. T. 58 0 C, A. V. 1.6 m/sec , number of 
specimen : 4 
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1垂

Species 

スポンジアス
sþ叩dias dulcis 
ア jレストエア
Alstonia scholaγis 
カナリウム
Ca担4γiu間的dic叫捌
イエローターミナリア
T芭γminaliα calama担sa鈍出
レッドフ。ラウンターミナりア
Teγ期間αliα solomonensis

ノノ

〆/

エリ 7
Octo削eles su削atra問。
クワンドン
Elaeocar戸tS s戸haeric削
カロフィノレム
Calo戸hyllum vexans 
7 ソイア
Cry，ρtocarya massoy 
ダイゾックス
Dysoxylum gaudichaudia抑制対
アンチアリス
Antiaris toxicaria 
ア Jレトカ jレ 7" ス
Artocarρus inαISUS 
カメレレ
Eucaly�tus deglu�la 

ノノ

" 
ウォーターガム
Syzygium sp. 
ラブラ
A日thocelうhalus cadamba 
エボジア
Evodia elleryana 
タウン
Pometia 

I! 

11 

ウン
sp. 

パラキュ"ム
Palaqui抗官I erythros，争Eγ慨um
7'ラソチョネラ
Planchonella thyγsoide， 
ンベロイ

beccarii 
セノレチス
Celtis kajewskii 

?主*荷霊約 10 g/cm2 

Note) * Load : about 10 g/cm2 

林業試験場研究報告 第 292 号

1冶ble 4. 1詳板の狂い

¥Varping of veneer 

12 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

2 

つ
U 

4 

5 

ワ
J 

3 

9 

負荷*
Load巴d (cm) 

2 12.3 11. :3ヘ~13.4 8.8 8.8".8.9 

1 7.37.1...7届 5 i 6.3 6.3. 6.4 

B.l 1. 7.~ 8.7 I 6.1 6 ト 6_8
B. 事 8 ， 9 , 4! 7.1 6 ， 9' ， γ 

9. 自日， 5'..10.0 7.1 6.9 ヘ 7.

3 

3 

つ
u 乱 3 7.9"8.6 

8. 7 8. 9.3 

6.4 6 切 3".6.

九 6.86.7..6.9 

3 自 .1 1.6" ノ 8. ~í I 6. 3 6. 2へ'6.5

9 ， 9 守 .4ハ .10 ， S 7.5 7 ， 0ハ.7
., 
0 

7.7 7.5へ 7.8 I 6.4 6.1'.6.7 

r 
d 
u 9.2 8. 6~， 10. 1 i 7.3 7. 3~， 7. 

9.5 8 日 1.8 1.5 6.9"8.4 

B.2 8. 1 ,.. 8.2 6. '" 6.2..6.6 

3 

3 

9.9 9.5".10.5 7.6 6.9へ '8.0

3 7.0 6.6." 5 8.2 6.1~6 畠 2

7.7 7.2'~ 8.3 B.6 6. ;J ~6.7 

7"6 6.6.~ 7.9 I 白 5 6. 4"~6. 6 

9.4 8.3r"11.3 7.2 Î 包 0..7.6

1. 自 7. 7，，~ 8"" S.6 6. 6~6. 6 

8.5 7 園 4'"，' 10.0 6. 5 6 岳 2".6 ， 6 

7. 2 6" 6r" 8. 2 6. 2 6. 0~6. " 

3 

3 

内
。

内

コ

3 

q 

J 

3 7. 脅 6.5r.. 7.6 S.3 6.0 へ〆6 匂 6

3 7.2 6.5.~.. 8.6 6.3 6.0八 '6.6

1 宮 7. O~ 9.3 6.5 6. 1~"6. 6 

8.6 8. lr~ ヲ 5 I a 事 6. 6~7. 2 

8. 3 7。呂八~ 8 , 6 I 6. S 6. 4.~6. 7 

7.7 7ι4~ 8. J 6.4 4""6. 4 

3 

3 

3 

つ
リ

つ
u B 也 B
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スポンジアス(1)

Sþondlαs dulcis 

アル|カノレプス(16)

Aγtocar争協同cisus

レッドブラウンターミナリア (6)

Ternωzalia 5010押'lone刊S!s

カメレレ (19)

EucalYlう tus degluJうta

Photo. 1 �j'�. tIX: の H い(弁々 50 枚)

グワンドン (9)

Elαeocαγþus s�haericllS 

タウン (23)

PO制etiα þinnalα

Warpin只 of veneer (50 sheets for 巴ach pile) 

いで， f許水司、，~ 596 以下lこ乾燥し 50 枚総み主ねたn~iのむさそ#!f負荷お上び白石IT(~{~10g氾m2) 1\おとついと

測定し， TabJe 4 i三示した n こ才L らの i漬から乾燥による狂いを一寸との厄準1) に湛ついて比較してみると，

やや杭いの大きいものとしてスポンジアス (1) があり芳 1い程度のもωピクワンドン (9) ， アルトカ jレブ。

ス(1のがあげられる c しかしその他の出 lillはいずれもnいの程度が小さく台板製泣 1 特にr:日となる村J

l>!l:は見あたらない c これらについては Photo目 1 tご 50 !Ý:積み重ねたときの写真でその状熊を不れ〉

以の結果から，供試した 28 樹稀ーの単板の乾燥J性について要約すれば次のようになるわ

a) アルトカノレプス(16) ば初期合水ヰくが非常に百七乾燥に要する時間が特;と長いっ

b) スポンジアス(1)ば初期合水不がitipi く乾燥時間はやや長い。また単叔のðlいもやや大きい。

c) アルストニア (2) ，イエロータ r ミナリア (4) ，アンチアリス(15)，ラブラ (21) ，プランチョネ

ヲ (28)，アンベロイ (29) はまJj間合ノ'J<.I.j'てが利く，乾燥i時間はやや長いが，狂いはそれほど大今くないρ

d) ウォーターガム (20) は初期合水キ〈はやや I::i] l 、程度であるが，乾燥l時間がややまえい。

日) マソイア(12)，エボジアは初期合水率が丙v'，が，乾燥1\日目はそれほど長くない c

f) その似の控i穏については i甘仮の乾燥性に関して利用…|特に問題となるととはない 1
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1. 3 単板接着性

唐沢仁志・柳下正

{共試材から切再IJ された単板の!3;i者適性を検討するために 3 種類の市販合板用接着剤jを使用して試験合

板を作成し，接着力試験を行った。

(1) 試験方法

1) 供試単板

前項乾燥試験と同条{牛で切削した単板を幅約 35 cm ~C裁断したのち， 金網送りベニヤドライヤーによ

って含水率約 10郊に乾燥し供試した。

供試上程板はさらに誠湿のため，湿度 20CC，関係湿度約 5596 の 'IIU肢恒湿室内 lと約 4 週間放置した。使用

時のi詳板合水率は 9. 5'~11. 5タム平均 10.596 であった。

2) 使用接着剤

接着剤には，一般に合板製造に使用されているフューノール樹脂接着剤(記思: P) , メラミン e ユリア

共縮合樹脂接着剤(記号 :M) およびユリア樹脂接着剤(記号 : u) の 3 種類を使用した。 Pi立合板の円

木農林規格における特類または 1 矧合板用 ， M は l 類合板用 ， u は 2 類または 3 類合板用として市販さ

れているものである。

接着剤液の配介割合とその性質は Table 5 1と示す。

Table 5. 各接着剤液配合およびその件b 長

Formulation 乱nd property of glues 

f止着予flj

接着剤液の性質
Property of 
mixed glu巴

36 
(200C) 

ユリア樹脂接着剤液(u)
Urea resin glu巴

注) 1) 三井東圧化学(株)ユーロイド PL-251

Notes) U-Loid PL-251 (Mitsui凹Toatsu Chemicals, Incふ
2) 三二一井東圧化学(株〉ユーロイド 350

むもoid 350 CMitsui-Toatsu Chemicals. Incふ

3) 三;f f・東圧化学(株)ユー口イド 310

U・Loid 310 (Mitsui-Toatsu Chemicals, Inc.). 
4) 三井東圧化学(株)ユーロイド PL-251 専用充填剤

FilIer for exclusive use with U四Loid PL-251 (Mitsui-Toatsu Chemicals , Inc.) 

5) ガラス電極 pH 計

Glass electrode pH meter. 

6) B~良川1転粘l:ít計

B. F. type viscosimeteL 
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3) 試験介者\i.

供試 lìif&の切出Ij lil5{なによるかたよりを中じさせないように配Lむして 3 枚 1 お1の単板市II合わせを行い，

阪本別，接着剤別および塗ず11量別に 3 プライ合仮 3 枚分を準備した。

なお，比較試験{(板月?としてレッドラワン (Shorea negrosensis) 材から剥板した厚さ 1.0mm の単板

-t~ I司数準備した。

談議斉[1 i伎の主会社11とはドクタ F 口)ルレイ千ね、'J 小7羽収:_IJ.スプレツタダ舟一そ{伐兜川しい' 主塗主社布I主量量は各J抜主若若f刈剤Hにとついて 2却Og/ペ1

cm)戸2 および 3ωOg釦パ!(α30cm)戸2ω2;ぷk司冴準千矢一を門際とした O 実際の塗布長;は名水準ともに土 1 g!C30 cm)2 の給問

のばらつきをがしたc

よE怖には小型ホットゾレス CW\d 主íTiî 40 X 40 cm，電熱式，総JJlll王プ'J 80 t , 8 J変)を伎!tJL，冷JT後;\'/\圧

i去によって試験令板与を作成した。庄締条件は Table 6 iζ示すの

4) j主活力試験

本実験では引長りせん断J主持力試験を行った。試験ii-の形状は f骨迎合板の日本農林規格J (以下 JAS 

域格という〕に規定されている Bm試験Jt ctよ験ffii25X13mm) とし，心7阪の~割れの方向に対する切

込みの位 lt.干の関係における Jiil~~を交""0.:ごして同放となるように作成した。試験片の数量および後者力試験

J主JεTable 7 !こ示す。

(2) 試験結果

t長者)]試験の結果を Tablε8 (設市呈 20 g! (30 cm)2 の場介〕および Table 9 C険布呈 30 g! (30 cm)2 

の場S-) I心J~す c また， ー般にJ 在者力 ú宣は材のI七，]iと関係があり， J:七屯の大きい村ほど高いJ安着力債を示

Table 6. 各接着剤月11 1I一新j 条件

Condition of pressing 

Cold pressing 

Tim巴
(hr.) 

E
、

J
V

一

n
n

一
一

ケ
町
一
川
二

g

一
日
一

n

一
一
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h
リJ
h

，
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忠
一
日

一
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釦
一

一
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ム
じ
&

同
E
a
A
(

一

Tabl己 7. i主着剤別試験)\数および技肴力試験法

Number of test specimens and method of bond strength test 

Item 

試験合紋政
Number of 
plywood 
(sheet) 

試験片総数
Number of 接者力試験 ii~

Method of bond 
strength test 

3 

f主 :~(t 斉Ij 条件区分

Glue 

p 各制抵塗布量 1
J7 |ごとに
••• ! For 巴乱ch

I sp巴cies and 
U 1 glue spr巴ad

]AS 煮;)1\繰返し試験
Cyclic boil test in ]AS* 

36 

* JAS …日本農林*毘絡
JAS : Japaness AgriculturaI Standard. 
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Table 8. 抜 者 カ〔接着剤液塗布呈::: 20 gバ30 cm)2J 

Bond str邑ngth test (Glue spread : 20 g! (30 cm)2J 

Species 

川M t,n 
ユリア樹脂接着剤

Urea resin 

sþo時dias du/cis 

アルストニア 自 5
2 

6. 5~ 1O. 5 

16.3 自

11. 4" ノ 19. 1 

B 
l 白書

E 
4.6へ-' 9.5 

7 11. 3 2自

8.2~13.2 

Eートー .2E 11. 3 14.2 32 
!I 

ノ/

コニ て7

カロフィ Jレム

Calo戸hyllum vexa珂』

マソイア

CγyþtODαγya 蹴乱550y
l ヌ 0.37 

ク イ フ
13 

Jntsia bijuga 

ックス 13.4 3 11. 4 13.0 8 
14 E 

gaudichaudianum 8.6~20.6 。 .~.l∞ 8.2~15.1 9.4~16.9 。~lω

アンチアリス 9.3 5雪 9. 自 34 5.7 1 自

5 姐 8~~11. 8 。〈ノ 100 5. 8.~1 1. 8 。ハゾ 100 4.3.~ 7.4 0'~100 

16 0.32 
9.1 39 8.9 29 

Aγtocaγþus incisus 5.5へ~12. 3 。...100 5.8~10.5 0...100 7. 2.~ 1 1 . 2 I o.~ 100 
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Table 8, (づっき) (Cont�ued) 

L
M
C
 'J Specif� 

LozNoa.8ravity 
m oven 

dry 

Speじ le~

カメレ

タ ずJ 16. 2 

2 盟

~ 80 9.8 九 .j 8.:l 

12.2 23 

O' 60 

3事

11 

9 巴 1 ノ Î.6 ， O 0ハ 40

16.5 

0,. 1∞ 1 1.川口 100 

18.3 g 
!l 

17 I 0 ‘ 50 

ウォータ戸ーブf ム

8yzygium sp. 

フ j

A抗thocePhalus cadαmba 

Jヱボジア

Evodiα elleγy帥w

ン

11. ，5. 呂

14. 盟

• 0.5'.19.0 

PO:骨'wtia þi札抗atα

ノノ

1I 

12. 自 14

10 , 5..~14. 2 

タ ウ ン 17.2 

12. 9.~21. 8 Pometia sp. 

11 岨由

H.3イ2.9 I 0 、(JO

8'~18. 2 I O~ ノ 100

12.9 3自

。 00

3 , 2 
自

事

自

"1::レ

Celtis kajewskii 

レァドラワン

S'hoγeα 百egγose叫sis
(L) 0 , 53 

11. 1'~.19 凶 l
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Table 9. :1去 着 力〔接着剤Jì夜塗布量: 30gペ30 cm)2) 

Bond str阜ngth test (Gluc spread : 30 g!(30 cm)2) 

州
側

,fill: 

ユワア樹脂接着剤
Urea resin 

Speci巴呂

スポンジアス

S争0明dias d札，lcis

アルストニア

Alst印'úa scholaγis 

fI 

24 

日日 2.0 I ト100 I 7.?r 

1Mi  iEi1SE 
16.3へ~24. 2 I Ocv 80 I 14. 8~23. 1 

11.1 16.2 114 
日

3 
。~ 80 

19 

()~~100 

E 

411 

。~100

12.4 16.2 

。.~100 I 8. 5~16. 3 
号

Can品代間延 i託dic也昨1

Terminalia 

f! 

:c 

Octo悦eles su期低γ品問主

クワンドン

マラス

Homali:乱杭 foeti品'Uj制

カロブイノレム

Calo1うhyllum vexans 

マソイア

48 1B.7 

自
5.7.~10岨 8

B 
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1冶ble 9. (一つづき) (Co口tinued)
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Fig. 6 比百と接着カの関係

Relation betwe巴n bond strength 

and speci五c gravity. 

〔メラミン，ュリア共総合樹脂接着剤 2

塗布景 20 g!(30 cm) 2 のよ号合〕
(Melamine-urea co-condensation resin : 

Glue spread 20 g/ (30 cm) 2) 

Fig. 5 比ょ立と接着力の関係

R巴lation between bond 百tr巴ngth

and specific gravity. 

〔ブェノーノレ樹脂技J主ì斉1) : 

塗社i:ill: 30 g/(30 cm)2 の場合〕
(Phenolic resin : Glue spread 30 g/(30 cm)2) 

Fig.4 比重と接着力の関係、

Relation betw巴en bond strength 

and specific gravity. 

(フムノ-)レ樹脂接者一斉1] : 

主主布蛍: 20 g/(30 cm)2 の場合]
(Phenolic resin : Glue spread 20 gパ30 cm)2J 
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すとされているため，各試験合板iこ朋いた単板の全乾比重と j走者力の関係を Fig. 4 から Fig.9 までに

接着剤別，塗布量別 IC示す。

以上の結果からそれぞれの接着剤について接着力の劣っている試験合板を拾いだしてみると次のような

樹種あるいは原木偲体が挙げられる。

1) フェノール樹脂接着剤

この接着剤については9 ウォーターガム (20)，イエローターミナリア (4) およびレッドブラウンター

ミナリア (7) は塗布量の多少にかかわらず，比較的低い接着)Jをホし， フェノーノレ樹脂接着剤による接

着lζ問題点のある ζ とを示している。レッドブラウンターミナリアは 3 個体あるうちで， NO.7 のみが{也

の個体 (5習のにおけるる接着力の 60% にとどまっている。 この原閃は不明であるが， カプーノレ材の場

合にも個体による接着性の柏j童が認められた報告がある。

カメレレ 2 個体 (18， 19) は塗布量が少ない場合l己低い接着)J悩を示し，塗布;量;を増すことによコて接

着力は約 50% 向上している。塗布最 20 g!(30 cm)2 において， セノレチス (30) は比較的高比重材である

にもかかわらず，比重lζ応じた接着力{直を示していないことから接着性に問題があるように恩われる。

2) メラミン@ユリア共結合樹脂Jま着剤

この接着剤による接者力の低い樹撞iこは， アンベロイ (29)，イエローターミナリア (4) ， ウォーター

ガム (20) およびセ Jレチス (30) などがある。とれらは塗布量を増すことによって接着力は 30~5096 の

向上が認められるが，それぞれの樹種と同程度の比重をもっ他の材に比較するとかなり低い値でありヲ接

着性に難点を有する樹種と思われる。

3) ユリア私tn旨接;着剤l

この接着剤において接着力の低い樹砲にはアンベロイ (29) ， アンチアリス(15)，セ jレチス (30)予マ

ソイア (12) ， アルストニア (2) およびエリ"7 (8) などがある。 これらの樹種は塗布岳を増すことによ

って接着力は 20~50筋肉 I するが， それぞれ日程度の比重の材に比較しでかなり劣っているため， 抜者

の困難な材であるといえよう。

また，接請剤液塗布量の相i主による接着力{直への影響は9 一般に塗布量を増すことによって接着jJは向

上している。その影響の度合はメラミン@ユリア共綜合樹脂接着剤において最も大きく p 主食布量;J\換を

20 g から 30 g Iとする ζ と!とよって伎着力は平均 2.5 kg/cm2 上昇している。次いでユリア樹脂接着剤で

は 1. 2 kgJcm2, フュノール樹脂J主着剤では1. 0 kg!cm2 の上昇を示している。これは全般的な傾向であ

って樹程によっては影響の認められないものもあり，比較的低比重材において影響が大きいように思われ

る。

特に注目される ζ とは， メラミン a ユリア共縮合経t 11旨接着剤の場合3 塗布量水準 20 g において平均接

着力が 10 kgfcm2 以下を示した供試個体が 12j悶あったものが 30 g においては Hlili三減少している。平均

接着jJが 10 kgjcm2 未満の場合には JAS 規格における最低基準 7 kgjcm2 に達しない試験片が何)'í か混

なする ζ とが多く，合板製造の支際においては注怠を裂する点、かと思われる c 同様の傾向は他の 2 接着芥IJ

Jとも見られるが該当する供試問体は僅少である。
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2. ボード類の製造

2. 1 パーテ「クルホード適性

ギJ ト iiJii

この頃日ではノf ティグノレボ ド以応l え当性を[J\jべるために，原料不材のlt& と袖山)J)(;分ノノ]\]'1 切j'jlJ lI !i 0)

切自rJ力日〕二位とボ， ドの村とおよ:ます影争中につlγζ検討した。

(1) 災験:JJ j]: 

。 パーティクノレポ 1 、 ω製造

:1~請負 lと供した:よ料は 30 filiIi本 (24 総記)で三お授のシ J二"-_-，ゴング@マシンおよびグラッシ γ によっ

て， O. 2 mInXl'~，~5mmX20 mm の表魁小) í' と 0.5 rnmX ト，10 tnmX20 mm のいj!居小λ を作製し/こ ι

小}11や\'JJ<三和は絞殺剤冷印後において去j湾を 1896 ， I)qi留任 10;';討になるよう Jζg，IM~をした c しかしながらア

ンベロイ (29) ， r)レストニア (2) ，アンチアワス(15) は熱圧に際し， ノf ンクを生じ/こためF 立反応ノNí

公水ユ与を 15% (C1民|、せしめ犬ィ弁IJはユリアわlJ出〔ホれラミン J-492，不揮発介 1996) ， ;，\ )j旨ネは表!間

11タム内J官 7 タb ， ?í~化剤 Catalyst :\76 を政務芥:]1&1と対しと 351訂正:汀]したにl ヒ記ノマンク 3 粘I稲 1:1]，アン

ベロイは表!百小!!合/](ノ~;ξ 1591乙!こさげてもふたたびパンクしたためヲ ブム/日ノレ副 PR 51235 を上記

介JJfi率:とて使閉した。

ホーミング(土交官~ l)~ }r_{i小j i の会乾語;昆JI::;が 1 . ?になるよう!と木村4t{J(と子 C I\Y ;{IJ い )1川ヌボードの大

き 0~と 15 mmX35 mm><3駟 mm とした。目傑ボード比土立は 0.70. 熱JEjiriU支は 1500C (ブェノーノレ樹iJ\j の

助合は 1800じ)， 熱IHお 10 分会 Ifふ川 Eは 30 kg!cm2 (3 分)， 15 kgにm2 (3 分)， 5 kg!cm2 (4 分)

のステップダウン争システム Jごした、l 氏以枚以は九七JftJiとも 3 枚としたっ

2) 担~ jj~ )J 法

冷7J< 1'III ，'['，長とその pH の測定語、j 50 g の H 主j小j-i を 21 の恭狗水 I1 1 Iこ 24 時「日!とさ iえして行った。

7べてのボード試料は， 200じ， 6596関係湿度:の空気条件にて 3 週 lifj副首出後試験 lこ供された。曲げ性能，

はく守11ft氏抗，水ねじ保持力ならびには 11 与問 l以 ;J(尽き Jli:;S長率の各試験は ]IS A 5自聞によって行ったυ

(2) 糾; ノイ\

1) 小}1tJJ lJ IJ加工

この尖験 l引火山した)ボ料木村の i七 Table 10 Iむj，すように 0.31 から 0， 86 まで IL~lγ柏凶!とわたっ

ているため，ノ1\) 1 1;0 i'í IJ に際しその難易におよ 1まず i七市の影響がかなり J[I，られたoγ店の木村のち;合は9

当然のととながらシムーヒング白マシンのナイブの切れ味の低 F は 11 1ーかった。また， 71三尖駄のパゾアニコ

ーギニア村は 0.4 以!ごの比 'fLのものが約 3096 も含まれていたが， このような低比弔の木材の陵介iじナ

イブの切れ味は意外に早く低トした。これは削るよりも，むしり取られろような必でできたささくれが，

刃先に付者したためで必る J したがコて小片切削の制点からすれば， 原料木材の段通比重は O.40~0. 70 

の間にあるよっ l:cXtlわれる d

そのほか切百Ij に際して5 ナイブやナイブ圃ディスタの表 rfli 1，ζ 木村から没，'-1-\する成分の焼きイ、j さ民象が比

られ，紙Wijな場合， 切削を1m';守する傾向 lとあった。その焼き付きはノj(でがい叩性せるものであり 296 以上

0)拍，'f'r成分量のものに多く見られた (Table 10 参照〉。



122 

i
 

て
引
が
11

5
 

寸
訂
以

/
一

Species 
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becca:γもも

アルストニア
AlstOl孔ia schalaγzs 
アンチアリス
Antiaris toxicariα 
エリマ
Octa剛eles
アルトカ jレ
Artocar会us i~ 
ヱボジア
Evodi品 elle:γya:机α
7 ソイア
Cγyptacarya 明assoy
スポンジアス
S争0れdias
レッドフ守
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Table 10. パーティクルボード原料特性1)

Ch旦racteristics of raw m乱terials for particleboard 

ウンターミナリア
soloma乱開sis

ラ 7" ラ
Anthocephalus cαdamba 
アラソ手ョ犬、ラ
Plancha托ellα thyγsaideα
カロフメルム
CaloPhyllum 抑制問
カメレレ

17 
Eucalyptus deglupta 
レッドブラウンターミナリア|
T併mi世alia 50101no托ensis
カメレレ
Eucα1主争t悦s deglupta 
クワンドン
El品eoc品γ'þus 宅;phαγzcus
レッドブラウンターミ
Teγminalia 
ノぞラキ

セルチス
Celtis kajewskii 
ウォーターガム
,')yzygium sp. 
タウン
Pometia p問問。ta
タウン
PO明etia sp. 
カメレレ
Eucalyptus deglu)うta
タウン
Pometia pinnata 
イゾックス

29 

�;''� Jk ノ f ンタの
青かび i J甘HI\最!酸度|発生

,.-" "'"-
Blue IEx- i Acidity 1< ~Uture 
tain Itract咩es I . I in ho n I"u.,,, .ø 1 ' in hot目

(%川 (pH) !pre凶ng

11 ト 3. 37 I 7. 3 I -\1 ト0.31 

2 品H

十

十十0.31 + 3.52 1 6.2 

2.7517.3 十十15 o. :Jl 

8 1.52i 7 , 0 

+ L 47 I 6.4 

0.32 + 
16 1

 

1
1
 

つ
u
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o

内
〈
リ
ハ
〈
U

o

a

 

円
U

ハ
U 1. Si 1 5.8 n 

L! 0 ， 3邑 十1. ~)~-) 1 6. 9 

汁 1286[55
1. 14 I ぃ

十 I 3.2fl I 5.2 

0 , 39 I 桁 + 
7 0.14 

三 i 。 + 
28 0.4S I 十山 十 1.65 1 6恥白

0.82 I 6.0 0.45 寸一

0.15 !十2) 廿 1.21 I 5.1 

1. � I 5.0 L 
J 0.46 

w l 骨 09 i 0.1 0.46 i 十

9 0.48 。 .73 I 4.5 

も 0 , 48 1.91! 5.4 + 十

21 0.52 2, 04 1 7 , 0 

与 + 1. 36 J. 6 0.to7 十 寸

30 十甘 。町:33 , 41 0.60 i 十

0.60 2.39 I 5.6 

2.52 i 日@凸

20 

:23 +2) 

26 乙 42 0./1 + 
19 1.61 5, 0 十

十 + 3.33 6 , 0 

iι76 6. 1, 
3.65 I 1 

:0.4 

7 フス

H掛狩alium foetidum 

日t ) 1) 樹原は比重の!11i'Hこ配列した
Notes) Species 3re being arranged in the order of the specific gravity. 

2) 刃先 lてイ，J-着したささくれによって生じた
It was caused by fuzzy g悶in which adhered to the edge of 1:he knife. 
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心 掛 Fffの pH と小J~Iーの渋谷性の関係

'J~生 lと本材の ?1~ ;;J<. mlil'，液の pH は IJ号機 111 であるが予こ ωJ完投では -r ンベ口パ，アンヲアl)メ 3 二しりマ

(8) , )マラヰコ 1) ム (27) ij), pH 7 もしくはそれ以 i メJコイfÚを /Jくしたぐf司 ble 10) 。たまたまこれらの btゃF

の rt1 i ブノレ スずィン[こ紙姑;lt:以 11 ていたも ωが見";2 :J られ，そのi'l Lム分併によあアンモニγ の~L， i>>えが

ItjÜおよも;:!6えられた。しかし本実験の 30 f!iHlﾍ! I jt, 12 謝料 0))北村にブ/レースヲ〆ンω先ijj)'泌められ，

れゆえヅノいースティンと冷』く村11'1.\10'.のア J[ノカリ thノ) I 品Hこは相関が 1泌められなかった。

ヅJアノレカリヤi 奇ノk した半世科;のう九， アンベロイとアンチアリスは熱EUζ Il祭!_" J安将不良のためパ ;/j

I_Iじた「 乙れはω目立 r'l側で E主 11うが3tM] ユ 1) T 村J IIi:i-lli吉井IjO){目!i t，が H のアノレカ 1) ，川:こより 1111';与されJfこも())

と官、われる(コ二') ?はノぞ/クしないまでも J主治下i は切らかに{Itドした〉が，ノマラヰ 7 ウムのようにfまとユ

I誌を会くぬじないものもあり 2 また逆にアノレストニアωように pH 6. L でもパンクを λ伝じたものもあり，

その閃果関係 i :i 'fllV亡し k えない

3) ボー v材質におよほヂ桁比0)彩管

予備日切とボト 1"ltTji と ド村 l{FIの河の相 I [羽 Jc2 ;lh\1へたぐ1， i~ ろフいくつかり制約口村Ii認がiサられず， 分:

あったので，制説問のボ~卜 1寸J民会比較する際 l こ， !{紘 j 七(ボード比土佐//

原料 11'転)を蕊f千二三(ごすおととにし

一般!とボ， ド材質は腕1料比 rEの増大、l ともに J なわち圧縮H::の低ドとともに低ト 1 るとし吋〉れ℃い

る 2)3) これは小片'0) JJ二耐性が低ドするためごあり? と(ノ〉実験て、も同様な傾向がみられた J しかし O. 4 以

下の低比 'M)或あるいは出汗前H 仁i七の助こパンクを !t じたり p 総務不良のため，材 i武1が{低氏 F し/たこもの iが)パTあら

オわ〕れた (T喝ab汁le 1 1)つ その原[凶週;にごつい vてど口lば土む， I自}下iμt

j円4十:)表長E凶干税ム ωi背芹増fヂ勃v大三をを: i相l日t 、予ト一"定:ζiJ技2 若剤ど治金什布1E畏主の三条住i'竹メT午i十ゐ斗fト、 γ、 lは立， 小 lî の単位面斗たり ω 判塗昨吠(リ以少をさ

7こナこめと忠、わオ J る(，

24 時間水浴における政;]<!早さ膨張〆ドば)オ納比が低下しても， ほど大きなi科大はよもられなか J たし

以上の材質試験の結果_-_:Lリア倒 11ft!主務斉lJでノ fーティクノレボード与を製;fuする場合， lj:i一樹蔀では了ンペ

ロイ司 γjレストニア、 アンチ γ リス，エ I) <, ウヰータ F ガム (20) ， マラス ωN'nj{まさけるべきであろ

2.2 ハードボード i菌性

;î~ :'+5 

本ft'i訂では今川一ドボ vの主主誌を ζ ない jEl料j@t1 イ'~， t.6t ii、j した。

(1) :k 後 jj-J主

1)織記長 fじ

24 樹f'lf 30 例体から何られた子ソアは実験室JtJ 0) アス f)レンドデブァイブレ タをもらい，主点、説1(0

水中 (165CC， 175'C , 183CC) ，め知的11司 4 分2 角J内政i時間 1 分の条件下で蒸煮解織をおこなコてパノレ/つを袋

ュ乏し?さらにスプラウトリルドロン担のリプ j イナで粕 !Iやしてブリーネス 22 秒三 2 妙心パルプをた(

2) IiX， Jj2 および;W\]主

以ヒにより得られたパノレソはよく Wi~14'持したのち成型(1枚あたりのパ/レアj使用量は絶乾 200 g) い

れg. 10 に ~ï~-9 スケジュ→ノレで熱圧してハードボム I-Cを得た。
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Table 11.パーティ ク }[/ 

Characteristics of 

樹 1霊 ボード比重 圧縮比
S. G. in board 

Species 気 乾 D巳nsity
air dry factor 

? ン ρミ Cl イ 2) Pteγocyγnbium beccarii 29 0.67 0.66へ"0.68 2.16 

アルストニア3) AIstonia schola:γ!S 2 0.68 0.65~0.69 2. 1 ヲ

アンチアリス3) A世tiaris toxicaγia 15 0.67 0.61~~0.70 2.16 

エ 1I '7 Oct開'leles 宜umatrana 8 0.66 0.64~~0.67 2.06 

アノレトカ jレブc ス Aγtocαrpus incisus 16 自 .58 O. 66~0. 70 2.06 

ユ二 ;j':、 シ ア E百odia elleγyan品 22 自 .5 事 O. 68r~0. 70 1.82 

てr ゾ イ ア CrYlうtocarya rnassoy 12 0.89 0.67~0.70 �. 82 

スポンジプス Spo杭diαs dulcis 0.61 0.66へノ0.68 ;γ2 

レッドブラウンターミナリア 7 日目 8 O. 67~0.10 L 55 
Terminalia solomonensis 

フ フ フ Anthocelうhalus cada丹zba 21 O. 70 0.67r~0. 73 1. 己6

ブ。ランチ五ネラ Planchonella thyrsoidea 28 0.6喜 O. 67.~0. 70 1. "3 

カロフィノレム Calo戸hyllum vexans 11 D. 1 自 O. 67 .~~O. 73 1. 56 

カ メ レ レ Eucalyjうtus deglulうtα 17 日。 70 O. 68.~~0. 73 l 目 56

レッドブ、ラワンタ弁 ミナリア
、亡J Q. 自 8 0.66~0.6ヲ 1.48 

solomonensis 

カ メ レ レ Eucalyρtus deglupta 18 仏自 7 O.65~0.68 1. 46 

ク τj ン ン El山ocar抑S S:拘ιeγi四S 9 日.自 1 O. 65.~O. 70 1 41 

レッドブラウンターミナリア 6 O. 70 0.68.~0.72 1. 46 
solomo抗E也sis

ノ f ラキュウム Palaquium erythrosjうermu附 27 O. 68 O. 67 .~O. 69 1.33 

カ ナ ウ 」入 Ca托毘γIU隅 indicu椀 U つ 乱闘 0.67~0.69 1. 18 

.t:: jレ チ ス Celtis liajewskii 30 題 .67 o. 己6~0酒 70 1 , ! 2 

ウォーターガム Syzygium sp. 20 0.88 0.67~0.?0 1. 13 

タ ウ ン Pometia 1うinnata 23 0. Hl O. 68r~0. 73 1 11 

タ ウ ン Pometia sp. 26 自. 61 O. 650 、心./0 1. 05 

カ メ レ v Eucalyρtus deglupta 19 0.69 0.67--0.71 1 , 06 

タ ウ ン PO宵zetia pi札nata 24(25) 0.69 0 悶 68~.0. /1 0.99 

ダイゾックス Dysoxylu:悦 geudicha品diα抗祉制 ミ 14 0. 鴎 0.68~0.?0 0.9守

イエローターミナリア Terminalia calarnansanai 4 110 71 O. 69.~0. 75 1. 01 

ク イ ブ Iγûsia bij叫(ga 13 11. 7自 O. 68.~0. 72 0.91 

ーマ ブ ス fl，帥似û協悦 foetもdu叫 10 0.69 0.69-0.70 0.80 

注) 1) 樹種は比重のi院に配列した。

めとの樹殺は表鼠小片合水率を 15% Iこしてもパンクしたので3 ブェノーノレ樹脂接着剤を使用した。

3) これらの樹強ば表層小片合;Jct< 18% でパンクしたので 15% にさけれて成板した。



ノ-:::-;'アユコーードニア 1~ の )JIJ 仁 1'('1月(沼 2 r者) (本利用問料研究班) 125 

ボード l降十二11

particle boarc1 

~tl (J jci)さ
M. O. 叉
(kgJcm2) 

4自 7 391~..t， 19 

3 告 8 3 ヌ')'，，442

37 自 288-" ，，-'410

356 296 、ぺ 29

453 428へ 49 1'

4 自 6 t， 6日ノ4

46自心30 '.470 

411 337.0.472 

420 383..475 

5日 1 ~65' 

447 ~4ヲ0

514 48!， ~.[i ?1 

391 3 /1 パ -~~j'l ，13

435 395,, 460 

3 事 1 3S8...ベ ;:)6

iHI げヤングヰミ
M. O. E. 

X 101(kgJcm2) 

5. 自 4 固と~'~J5. 3 

4. 9 1, .13>..5. 1 

4.8 ;'.:3へ，5. :1 

5.1 4 島 9~ ， S 臼 4

5. 1''';) “自

5. 7 

5. 自 4. 3 

4.9 4.6〆~~). 4 

4. 8 1. 5,,,5. 2 

5.1 G. 3.~6. 1 

5.4 s 噌 1" ぺ). b 

5.7 4''';).9 

4. 7 4.3.~5.0 

4.7 S. 4.~A. 8 

4.7 4へ---5 ， 0

抵抗
bond 

ノドねじ保持ノj
同Tood screw 

holding strength I swelling 
(kg) (96) 

上

2.5 2.2〆 .2.7 147.5 'lペフへ 19.3 I 14.8 1 0" 1 白 5

3. a 3. .J' 4. 1 I 52. ß ぺ~ I 26. 6 ? 1. :3へ :13 ， 7

1. S 1, ()..2. 6 i 45. 6 ~ 1 .之 5 1. 1 I 85.2 ~l γ22， ó 

L 7 5 戸、 7 I 44.9 砂 8 50. 1 I 46. 8 . 4. ノコ7

4. 2 8~ ，4. 5 自1. B ')8.3 , .65. (; 114.3 11. 16.8 

5 目 3.9 〆6.0 ! 50. a ,, 5. 3 ! 20.1 Hl. !. 9 

3. 自?卜 3 52.6 ぺ 9. ()".56 , '! 1 38. 自 J :J， 4:l.3 

3. S コーヲヘ 3 55.1 、己0.2119 ， 2 17.4~.::'4.2 

5 目 7 fl ヘノ 6. 'ﾎ 73 , 0 71. i '.80.9 自 3 ()." 8. 9 

3.3 6-3.9 163.6 口、-70.6 I 27.7 ~5.0- 3川 y

3. 9 :3 ヌ 7 ! 53 , 8 .1 5 ， 6へ〆62. {, I 22.8 19.4" ノヌ?凸

.t 6 3. (;へ 5.7 I 63 , 5 55.3".70 , 4 1 B.2 L.9-. 8. 

3.1 2.2.., 3. I 52.7 43 ，~;八.72.3 1 5.1 "J 7 

4 自 3.7 へ 6 自 6.4 ;'j 9 , 2, .n.5 14.9 4 ，/'ぺ 8

3 , 7 1.園 6 i 57 , 2 53 , [''>62.2 4.5 ムヌ o

413 3 ,,3'.465 5.2 ". 8~5. 6 i 3. j 2. 2.~.3. 9 54. ヰ A人 J".:)8.9 I 20. 自 13.2… 26.b

462 412~ノ531

463 118.~513 

453 IW9.~480 

240 208...288 

261 2:38へ2日 l

4自 8 3 ヌ5 ，'~:iJ 4 

4自 2 :lJ 8へノ454

4自13M. ノ 1ó :i

3 自 3 30ヲ，-，-， 408

353 312~v402 

434 :J5()".,A9 

377 31 J ...405 

276 242~.316 

5. 自 4.8〆:3

5.3 5. 0~5. 6 

5. /1.8".5.3 

4.3 4.0へ-4.8

3. '] 3..1--4.0 

5. 百 4. 7~.5. 3 

4.8 4 田 1 ，--，503

4.7 4. ノ 5. ] 

4. 3 3.9"4.5 

4. 7 4 ‘ 4'~4. 8 

5.3 4. 白人.-5.8

4. 6 /1. 3-~4. 8 

3.8 :3 .6~4.2 

5.3 d.2.6. 64.6 éi8 , 4"70.0 I 7.0 !I.l... 8.5 

4. 5 2.8...5 , 7 59.1 53.3'..65.5 13.1 ]()ーか、 1/.5 

4.5 3.3--5.8 58.7 ノ. 8~.78. J 1 5. 自 3 ， 8八

島。自 O. /〆 ..1.0 44白 9 3:).3-58.3 1 32. 2 ~9. り八. J八.1

1. 9 ヌ~ヌ 6 36. 7 30.6-.叫 6 5.44 , 6.0 

3.!l 1. Il-~..3 司 9 67.5 60. 十 75 ， 2 7.7 5 ， O ，~ 9.6 

3.0 2.2"<1.9 56.2 1".62.0 6.5 ，í. 〆 γ ⑤ 9

2. 宮 1...3.3 52.7 44.1 八.63.7 4. 自 4 旬 3へJ ム 3

1.6 1， 0...1 ヲ 49. 自]，.57.9 19.2 17.9へ 20.7

2. II 1. 2~.;;. 7 52.2 1, 6.0. ,,61. 7 19.5 : 7. J- ,. n国之

4.2 3. 9 63.5 56.6".69." 12.8 9.6' ノ 15 噂 5

1. 5 1. 2 0
• 1. 9 I 52.2 16. 0~.51 ， 9 9.6 ヲ I~ 包 6

1. B 1 ， 2へノ2 ， ;1~ ヌ9.1-."-9.;， 12.4 10.7-" 13.8 

Notes) 1) Spec�s are being arranged in the order of the specific gravity. 

2) Phenolic resin was used for this species which occnred the blow or puncture even in 15% 
surface moisture content 

:l) These species caused thc blow or puncture during hoトpressÎn耳， then thεmoìsture content of 

surface paτticle was depr田町d to 15%. 
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Fig. 10 ;W\}_王スケジごJ. ~--.)レ

Hot pressing sch巴正:lulc.

3) サイズ処沌試験-1

材質向上とくに耐水性の改善を目的として次の

サイス、試験をおこなった。

1830C で蒸解したパルブ。に，解級uÞ I，とパラフィ

ンエマノレジヲン与を 3/)<. [\1，の添加率(士、Jノマノレフ。室長

比 O. 3タム 0.696 ， 0 ， 9%) で添加し3 さらにそれ

ぞれブェノーノレレジン 0.396 を混入しだっ次いで

;x者斉IJ として1流域アルミニウムのぷ椋放をもちい

て pH を 4. 5 ゴト 0.21こ調製したのち成型ヲ;'fM仁し，

さらに熱処Jct!， (1500C 熱風 11c1で日時間)をおとな

って材質試験lと供した c

4) サイズ処児試験 2 

ブ，'， J ーノレレジンを対パルプ重量比 0.396 ， 0.6 

5ぢ， 0 ， 9忽の 3 水準加!へ， パラフ J ンエ?}レジョ

:ノ 0.396 を併用し，次いで以下ば 3) と同様の処r'11をほどこして材質試験をおとなった，

5) 油処:f!I!，試験

熱庄直後の ;1 、 F ドの表裏|釘 lと亜麻仁川i を丸jパルプfDゃ量:比 396 ， 6 タム 9961噴霧添加した後， 3) と[í-t]様

0.)熱処~1jlをおとない，さらに調?思後，材質試験をおとな「売。

以 L<を表lこすれば Table 12 の通わであるの

6) 材質試験

的げ試験と吸水試験は JIS A 5907 1，とよった。

衝撃的げ試験はシャノレピ一式衝撃試験機号もちい，玄 7ご 51 張試験はランシ口ン~\'J強度試験機!ごより測定

した。

試験片数はそれぞれ 3 .，~ 6 買であ勺たο

Jj'{ 日

Items 

本 pH を 4.51C誠!慾

To adjust pH to 4.5 

Table 12. サイジングおよび ìw 処丑H

Treatment of sizing and o� 

添加剤添加量(対ノ-{)Lノブつ重量比) (%) 
Ratεof additiv邑s basεd on weight of pulp 

i\'.!\ 処到

Heat freatment 

1500C 3 時間

1500C for .3 hours 



円iドご→ア材の)JII-し I'(J';'[ ほ(首12 報) (本 fUJfiEd 研究以上)
< 吋ー

ノぐブ了二て

-
一
、

H
リ
A
1

(2) 

蒸煮iii~L度 1830C で}ii; WrIAこパノレブパからイ!!ti!LHW ， サイズ弁11 添!Jrl;じ， t ぴィrÍl/J}lJ'j'. をほん、 f したハ

製法し，材符試験会主j 乙なった結果を Tahle 13 竺示寸η

製;Ù:_ !の問題点

ヱリマ (8) があげら j しぶりタガム (20) ，/よらなJrilI'織 Ilc'fI，CqJ日~i~ な現象が"ぷめら ;!î た付はウノ1

エリマは抑制|日nとも :E:貝を欣つ41 にとがすで {ζ 女iIられて i 、るが， Ii河村ともぷよけI!Hと 11[，日 [114tJ もよおれまど

。〉非常に iJÚlい;忠弘子以散すぷ。

ターガムの幼子;- (:t ノ f ノレ/ラがぷ点字 (i) 内 1，:，' I と 11 お 1.. ，合~引J;点 1 だい I[:iまたクイラ(Li) t; 仁とてウィ

徴子j干、!ノナこ ρ

テノレコづP マ 17 トン， メタ/ ノレフアルダ -; /, -jILù'j)' , 1 5キ NaOH "Ji完全人これらの樹緩はM\!J< '山存分ョ

りックス 'f(t， +Hlj \:j :~il ， t'fi守計 i テノレペメ 'Ü\ω 予平均終[ノないと悶の つや各十件1 UI!t拘牲を Jt絞((J 多く{~み 3

考えらわる。ああ

1 1 三，が;!X;ttiVll~ の I JfI':としが「ぞ峻 i!í 肢はくJぷ戸、)令fíx 心') pH 土 3ω85 5, 耐久î:'/I~ し多

f二。

し、オ〉れてし、ぷらがタ l相手{の般ドl: .fl)"と的)\主 ~k 一一 lii!'.I;イえれのーjj!~: と峨ドi‘皮 j) ，大になれば強度等it改良され乙

11'， 11ては適71作な関係 ~:t)恕めりれなか「たし

1[1 ド号製;11 !ノ 7二 l;tj 介，,. れたが，マラス (10) のパノレプは 礼微細で柔軟tIが認め

すlnrîっせ 5) 心')Il:i JFEとほぼ頴似した ~~h ~:ttÌJ\ 溜め引張り(;会さてりをノし，では肢を〉低い強度(1[( (11� 1γ凶さ，

のが郊j主♂関与寸る者Ij{子がflJ CJ れたノ{ /レアはやや料Hli 竺あおがI!!~:J亨は 1 三尽くヲて(1) jイカコ

2 くに)(きかったもの j拝者ざされるの

」般に!段l芋の浮い繊紘ほど横 lilí IFii I::�: !'l)伝をしはÎI首位がiJ~1 くなる。 L六が J て qJ.繊前Ikl i\J O)tt'fINT巨i]1lif立以

のためボードはややかさが日 l. なりち字削i が似皮!と減少するため， J民少し rm[;-~iが増すものと瓜われJ23h

川内がf台大するものとえられる。

との村の特徴(土 Saponìn を~く合有するわタウン (23八 26) はムクロジ科 (Sapindacea) Iと鼠 j るが，

と ζ ろからえ;泡性 lと寓み，之介 F成型1I1Hとパ/レフσを撹l'i'すると多民の j包ポが1:[ミじ，成期をいらじるしく f5Jl

なった場介， ti):~~ 閣の}'正 3h く lて撹作柄内でノ"ラフィン咽サイジングぞおfちする特異な lえが認められ，

(;!100mmiともおよんだ。

との起i匂いはオ、戸ドの目ii 7}< 'Jlj にも影燃するものと ι，l~汁 L，パラブイン.. ~T_ -.( ;1/ ジ 1 ンの;:8 IJI1 伝がi'c:(0. 9 

!ち)になってもJlS 規格;ζ遊子守する吸7}，J卒、は何られなかった。

なおとの材は比較的irf負が多いため T.J:l，))託料で;く設に使用された l~;J{i は吋イズ斉1] の添加:'，IWJで住所ラ

インにある程度ω支障を起ζ す可能引があり， ぺ与を認する材であるといえよ弓

イcJ力n処烈がボード材質iとおよ lます影~~2) 

な効果を示今 1['] のUli J，J，:材は全樹種ともサイズ剤〈主としてブ C' 吋/戸 jレレジン)が必)t，主面 lと非常?に大

アンチアザスレッドブラウンタ…ミナワア (5r~7) ，カナリウム (3) ョし，数佐j粍〔アルストニア (2) ，

アノレトカ jレプス(16) およびプランチ 1 ネラ (28)) の 1111 げ強さは 700 kg/cm2 以 uども速し式市コ

その仙の機械的性質 (l~r撃的げ喰さ，引張り st、さ)もほ J了んどの樹械でiY，z苔 C1i!\処j!J.! O)J話会 lζ比較し

(1 5) , 
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Table 13 ハー ドボ

Properties 

1M 種 l原三十三番号| 処理ネ i ム任Pイ 女、一戸 日ノJ" わ lL 主
Specific gr且vity

Specics No. ment 気 京午
(mm) (%) in air dry 

3. 32 B.3 1J.99 弘司 1
3. 21~ノ3.38 8.0~8.6 O.97c~ 1. 00 O.89~O.93 

スポンジアス| II 
3.25 1.2 O. 98 O. 患2

3.23~3.27 7. 0~~7. 3 0.97".1. 00 0.91~0.93 

Sρondias du/cis 1lI 
3.29 7.11 1. 00 日.94

3.28~3.30 ? 0へ.7. D 1. DD.~~ l. Dl D.93~D.9J 

N 3.14 6. 6 1. !l1 担。 95
3. 1O~3. 17 6. 5~6.6 1. 00~ 1. 01 O. 94~..0. 95 

3. 311 B.8 11. 91 0.89 
J. 22r~3. 36 8. 6~.9. 1 O. 94へノD.98 O. 87~.0. 90 

II 
3. 自5 1.5 日 .97 11. 90 

アルストニア 2.97~.3.14 7.1.~8.0 D. 95...0. 98 0.88~0.91 
之

Alstania schalaris m 3. 35 7.2 O. 自自 O. 語2
3.30八ノ3. 40 6.9~.7.5 。ι97.~ 1. 0。 0.91~0.93 

2. 72 6. B 1. 113 O. 96 
2. 7l ~2. 74 6. 6~7.0 1. 02.~ 1. 03 0.95~O.97 

7 3.2B 8.0 O. 宮 7 自.自号
3. 23~.3. 3LJ 7.7へ.8.2 O. 97.~.0. 98 O. 89~0. ヲ 1

立
3.22 7.5 凪書店 0.91 

3. 20.~3. 23 4. 8~8. 5 O. ヲ7~j 1. OC O.89~O.93 
3 

Canarium i目dicum I立
3.1 雪 自.4 11.98 0.91 

3. 19.-3副 19 8 , 3~ノ8. 5 0.98~O.99 0 , 90.~0. 91 

W 
3.27 自 .4 1.自4 O. 盟自

3.26~3且 28 6. 1~6. 6 1. 04~. 1. 04 。。ヲ8.-0.98

3.23 7.2 目 E 自 7 0.90 
3. 18.~.3. 3l 7.0.-7.4 O. 94~.0. 98 O. 88.~0. 92 

イエロー 3. 51 7( 3 O. 自 7 明.91
ターミナリア 五 3, 48.~3. 61 7.3ハj7.4 0.95~0.99 0.89~0.92 

4 
Terminalia 国

3.46 7. B 話.96 11. 89 
むαla蜘ansl日日必 3. 40.~3. 50 7. 6.~.8. 0 。匂 96~0.97 0.89~0.90 

でJ
3 巳 47 7.5 1.自2 弘吉5

3.42へ-3.53 7.3~7. 5 1. 01.~ 1. 04 0.94~0.97 

3. 24 島自 仏関 11. 雪 1
3.20~3 ， 26 8. 5へ.9 ， 1 0.98~上 00 0.90~0.92 

レッドブラウン
豆

3. 110 自@日 0.99 11. 喜4
ターミナリア 2.98~3.03 5. 9.~6. 0 O. 98~ 1. 01 0.93~0.96 

5 
Terminalia 直

3.33 8.3 自.司自 広告書

solo持wnensis 3. 25.~3. 43 8 ， 2へ.8.5 0.94〆~0.97 0.87~0.90 

でJ
3.27 6.5 1.自3 O. 宮 1

3.25八.3.28 6.3~6. 7 1. 02~1. 04 0.96~0.98 

I 3.21 a.6 な富7 自.8告
3.23~3. 31 8 固 4~8. 7 0.96~0.97 0.89~0.90 

E 3.3自 a.5 O. 95 自.88
3.38~3. 40 B ‘ 3~ヲ .6 O. 94~.0. 97 0.86へ-0.89

I! ι 
3.19 7.3 E 固 91 0.91 m 3. 10.~3. 29 7. O~J? 6 O. 97.~0. 98 O. 90~ノ0.92

N 3. 28 7.lJ O. 型 1 自園豊富
3 ， 27へ.3.28 7.0へ.7. 。 0.96~0.97 O. 90~-0. 92 
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ドの材質

。f hardboard 

吸水率 rWj撃 ltll け強さ 引張 'J 強さ

�ater Thickness 
Impact 

Tensile 
absorpli� sw巴lling

(ksgbter-nCe1dn11i g/nctg h mz) 
strenglh 

(kg/cm2) 

338 311 73 5 自 14 24詰
3ど 5f~_<j;_~J 3:j2r~-39J 71-ヘ 7ti 49へJ~)日 ¥ 4~~ L:i 232九 .2S2

5悶 555 31 21 12 356 
F9.~.57己 519r'..6¥9 :lO. 20r..21 10.....14 346へ.-367

559 59B 47 21 13 38自
:)52 _c-'~，~)己 r ち9:?rv60: LJ.]〆，，~9 20...n へ.\5 3ペフヘ.126

839 676 
63三- "611 ，~J 人 r~6!!

ヰ 13 465 
391. ，~12 己01 :5 8'-',--6 .3 

600 661 42 21 11 408 
:)?5.~，ぐ'1 8 6S 1.--.-"630 35...46 三日へ.21 10へ.13 376~440 

7車 1 764 27 1 自 10 543 
719へ.71lB ヌ 5. 、 ---28 16.'~ 16 9....1 ヌ :;1 5~5ïl 

品事3 6B盟 4自 456 
656. 、ノ677 68:>. ア 01 ,"1 3...4;, L27...J ,85 

375 416 16 48 17 25富
349.~420 391 へ，46~) 76---/1 46へ-00 15 , v 19 2:;0".267 

524 574 30 19 18 442 
:500 ノ ~)58 560--,.--('07 27. 〆 32 11..~20 16'~19 396rv487 

637 7 自2 21 11 23 5111 
6¥.5..659 、〆 731 l ヲ 1 21...25 463へ.558

7自 1 716 35 21 24 523 
694" ノ 70! フフ5 32...九日 J Sr.ヌヱ 23. 〆24 ;') 19~--545 

3B3 423 司君 自 7 15 235 
:3 J9c"~-'~ 1 ﾓ 387~-.Atí l; 9呂、 100 6 ，)".， 6ヲ 13rvl6 三 í 5~ ，249 

45自 5 自 7 17 11 5 310 
1,38..485 Il84~-，-， 5j;~ \4ヘノ 18 \0へ.11 4〆~ 6 :J 09.~3L3 

483 541 24 2 日 i 日 352 
429.v日ヌ臼 �85....594 '.0, .25 中~16

635 668 34 15 1 B 436 
618~ ，659 64:5r•, 68:, 31 へ.313 1 ¥ ,..] fi ¥ 5'~19 116. , 

411 66 4自 20 215 
，'l 96..~421 凸ο rc 67 :19~40 19" , 22 264...281 

615 656 11 14 事 442 
tí98ヘノ637 も39..ι:/9 16，、 2 Cl ; 4_.-,. 1 ~ 日~1O 381".49 よ

612 自習 1 40 15 12 448 
5ヲ 2 .--.~.-(; ~~ ti 671 ...71 ! 35 ,,--,45 :5. , 15 '1'~14 1; 1 ぺ~-，-， 4~) � 

701 722 37 8 491 
677ヘノ 719 701'.150 29 、 ， 1， 2 l.,, 19 397戸、.402

43日 4自 3 14 44 22 3110 
413 v4S0 465へ〆506 77.,.----/' 6、 13c~λ6 20c 、 Jヌ司 2f19 ,'.3 1.:J 

566 645 27 15 12 3 自 5
'i 37r~59' 622'~661 24~..29 14戸、J! 6 1O~.13 389c~101 

自 7 脅 749 28 14 12 474 
639'~!O'1 710~"nヌ ;~6r ，-，30 13.v16 ]0戸 ~H ぺ凸 1 c、 486

67 自 46 17 20 467 
675ハ~(，ß3 46へ，47 16 , ..18 19 , .21 ~17<i38 
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Table 13. (つづき) (Continued) 

村 1雪1 処jザ !平 "'( 合 )J<. 牛〈

Moisture 
Log Tre批判 Thickness content 
No. ment (mm) 〔ヲる〕

3.25 8.5 自.豊富 11. 号店
3. 20へ.3.29 8. 2...8. 7 O. 97〆 .0.99 0.89'..0.91 

レッドブラウン
E 3.17 7.0 自 .9自 O. 書2

ターミナリア 3 白 11.~3. 22 6. 9, v 7. 1 O. ヲ7〆~.O. 99 O. 91~0. 93 
7 

Tel'附inalia 臨
3.1 自 7.3 日.自 7 11. 霊 1

solomonensis 3. 10- 3.29 7.0...7園凸 0.97..0.98 0.90~0.92 

W 
3.23 6.5 1. 05 豊富B

3. /2...3. 21 6. 1 ，'~6. ~) 1.03へ1. 06 O. 97.~ 1.00 

3. 36 a.1 白書7 0.89 
3.29...3.41 8. 5..~9.0 O. 95~.0. 99 0.87~0.91 

II 
3.3普 8.7 自 .96 11.8 雪

3.36八 .3.41 8. 5〆 ..8.8 0.9己への.98 。.87へ.0.90

Octo押zeles
呂

3.3盟 自 5 告.自富 O. 告自
旦:Uゐ世αtγ'm性α III 3. 36.,,3. 40 己目 5へ.8.6 0.96へ.0.99 O. 88へノ0.92

IV 
3.41 S.5 1.0事 0. 94 

3.38".3.43 6. 4~6.5 。園 99...1.01 O. 93~0. 95 

3. 自由 1 皐 1.112 0.95 
3.03八.3.09 7.3....7.7 0.99.、 l 目 04 O. 93~.0. 96 

ク '7 ン 、/

1I 3. 1 B 8.4 1.舵 自白事4
3.15' 3.23 Bι4".8. 5 1.00' 1 ， 0ヌ o 93..0 9A 

Elaeocar抑s
9 

国
3.01 7.5 1. 02 自.宮 5

sþh品邑γZCUS 3.01.,,3.12 4. 8".8. 4 1 00八.1 03 O. 94" ノO. 96 

IV 
3. 19 6.1 1.自7 1. 111 

3.17...3.21 6. 0...6. 1 1.06..1 目 09 1.00..ぺ .03

3.41 7.5 自書1 0.85 
3. 33.~ノ3. 46 7 岨 4....7.5 0.91...0.93 0.84...0.86 

3.7号 6. a 自.92 日 .8量
3.60.<1.80 6 目 7...6.9 0.91. -0.92 O. 85九 0.86

Homalmm  ITV II 
3. 16 6.7 1191 自 .85

3.64八.3.92 6. 5.~7. 0 。。ヲOヘ .0.94 。‘ 83.~0. 88 

3.41 日.雪7 白書E
3. 39.~3. 43 O. 94.~1. 00 0.88...0.94 

3.23 7.3 11. 98 日告1
3.19ノ~3. 25 7.1.._.7 己 0.96..1. 0。 O. 90.~0. 92 

II 
3.2自 7.4 自.豊島 自由 i

3.20.' 3.20 7.4へ， 7 ， 5 0.95へ ].0。 O. 89~.0. 93 
11 

Calo�hylIU1n 1!exans 日1 2. 88 7.9 自.豊富 0.91 
2. 62.~3. 16 7.5....8.2 0.97".1.01 。‘ 90 、.0.93

3.1 宮 7.4 1. 05 日@宮島
3.13...3 , 21 人 21.~7. 45 1. 03.~ 1. 07 O. 96へ〆1， 00 

3.23 O. 書留 0.92 
3.20へ.3.26 O. 99~. 1. 00 。岳ヲ 1~0.92

1I 3.26 日 7 1. 02 自@豊ヰ
つP ゾ イ J 3.21 八 3. :28 8.6八 8.8 1.00へ .1.04 。ヲ2~0. 95 

CrYIうtocal'ya massoy m 3.24 8. 3 1. 02 自ー自ヰ
3.20...3.28 7.9へ.8.8 1. 00.~1. 04 O. 93-~0. 96 

3.18 語圏 4 1.車4 自豊富
3 , 15.~3 目 21 6 , 3',-,6. 5 1. 02...1. 0己 0.96...0.99 
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Table 13. (つづき) (Continu巴d)

処聖11* 厚

Species 

ク イ

1托tsia bijuga 

ダイゾ、ソクス

アンチアリス

Antiar・'is toxicaria 

ア Jレトカルプス

Artocarjうus inGﾎsus 

カメレレ

EucalYlうtus deglupta 

11 

第 292 号

7 五

13 

医

N 

合水準

Moistur巳
content 

(%) 

7.8 
7. ?~.7. 9 

6. B 
6. 7~7.0 

B.l 
6. 9~lü. 8 

6. !! 
6.8~~7.0 

14 

3.31 
3. 25.~3. 39 

3.11 
3. 14-~3 ヌ2

3.13 
3.15へ"3.21

3 胸 22
3. 21 へ.3.23

阪

N 

I 
3.22 

3 固 13~3.30

3.1 告
3. 09.~3 血 31

3.30 
3.27へな.3.1

3.38 
3. 38.~3. 38 

n 
15 

m
 

8.4 
8.1へ.8.6

6.8 
6. 6-~7. 0 

8. 7 
6. 4~7. 1 

日 S
6 8.~6 8 

比重
Speci五c gravity 

気乾
in air dry 

0. 自 8
0.96〆~.O. 9ヲ

1.自由
0.98ヘノ1. 01 

0. 9自
0.99へ，，1. 00 

1.自4
1. 00へ.1.06

絶乾
in ove江 dry

0.91 
0.89.,-,0.92 

11.93 
O. 9k.0. 94 

0.92 
O. 91~.0. 93 

IJ. 93 
0.97~0.99 

O. 事 7
0.95へ .0.98

O. 98 
O. 98.~0. 98 

11. 書7
0.96へ.0. ヲ日

1.自B
O. 99.~ í. 00 

以豊富
O. 88~'(). 91 

自 .92
0.91~0.92 

自. 91 
0.90へ.0.91

0.93 
O. 93~.0. 94 
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7
7
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一
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3
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8. 7 
8.5~9.0 

8. 6 
8.4~8.8 

自由
8.5~.8. 7 

6.5 
6. 2~.6. 7 

語.91
O. 95..~0. 97 

自 E 事 7
O. 96'~0. 98 

O. 98 
O. 97~. 1. 00 

1. 02 
1. 00ハ~l. 03 

16 

3.22 
3. 15~3. 30 

3.16 
3. 16~3. 16 

3.22 
3. 20へ.3.24

3. 38 
3. 37~3. 39 

i 7 

3.24 
3. 19~3. 27 

3.34 
3.31-.3.37 

3.21 
3. 08.~3. 36 

3.34 
3. 32，~3. 37 N 

l 
3.3自

3.78' ,-,3.30 

3.40 
3. 36，~3. 42 

3.4!J 
3. 37~.3. 日

3.44 
3. 41.~3. 46 

rr 
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m 
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パノ"f ニー J てニア材の方fj]二的性質(銘 2 (水平IJ則正j極l1]fj'己主lE) -133 

itll げ強さ (kg/cm2) 政水 阪Ikl';{ さ膨張本 i出げ強さ 日 1\長 1') \主さ
Bending strellgth 

五Vater Thickness (ksg12iIenr叩zeqdaatjqalcut只t h rZ12]
Tens�e 

EjC巴]tli Ft 商
absorption swe!1ing s 'cr巴ngth

rupture 
Speci ftc strεngth (%) (%) (l王宮fcm2)

37 自 4司g 82 j 8 215 
344 ，，~389 3臼己，~}， 2? 80~， 80 16~ ノヱ 1 212r~2J 9 

4事自 53 自 18 11 3自3
1/ j_ ~51 己 七 ].tJ r~--， b47 16〆，，，:c:;，c 11~012 三92" ，，314

5 自明 545 18 自 349 
491 〆 ~511 ~:):3 ö'-~56 t.\ 1/〆， 19 7 "、ノ 11 338~360 

622 637 21 17 404 
587<'-, 6.58 603へ 665 1 ßr'-~三: 15"021 斗01~"408

353 3 雪 7 事 3 覇2 22 245 
]41 ，-'~3S[3 :]89r~~03 91 r ,94 。〆可、-'óJパ l! r ,,25 235~-，263 

486 53 自 3 自 1 宮 13 363 
466 ヘ"，508 ;]07.-,--,552 8rr ]9 1 Jr-~/"[ Lr 3之6"~399

552 E自喜 31 19 20 414 
490r0581 S4cir' ,, 6J6 JOr:l:l :日"，，20 18へ02三 !， ]0~122 

651 信司自 47 24 23 486 
643 ,,'0659 694~?02 43 ,-. ?づ三 よ'よ2"02コ 23へ 453r~_fS 15 

412 4詰5 75 41 13 310 
3B3rJ437 438ヘノ叩2 /3r~7! !~ ~)r，--， 1日 ]j<o] 299へ:327

587 自 58 34 18 12 3 君 3
001 ，，' ノ 6!_t 62]~712 28<'044 17r ,,21 l1rノ 1 J 3?8"~407 

自 7 習 752 4自 1 雪 13 4盟 2
636 ,,-, 749 j 1O，~8 ;:> 45r~16 18戸、 20 12" , -14 480~己04

1111 734 44 20 14 4号車
693 '~?09 '1 32へ"f:l! 10'~ノ令ヲ Hlへ，，23 13 ，~15 A3 ，，~52γ 

391 421 56 31 23 284 
3 ?1 ~10') 400c~436 54八-'56 31 , , 31 20へ，2凸 253~318 

561 5告患 17 12 13 425 
む 00--，，-， 572 561 r----5/7 15~ ゾ 18 10〆~13 12 ,-,,--, ]'3 418〆，-，43 (3

731 160 1 告 12 16 431 
'Io:J ~-7 46 740，'~774 1 :5へ〆 18 12ハ:5 1 へノ 17 426'~437 

784 7宮 7 24 宮 24 536 
775ヘノ793 Y9! へ，， 803 23"，ぷ: 8r-lO 23", 25 ~)Ol ，~55ó 

403 449 84 15 1 S 251 
3日6~425 434"~ ，1?0 82'~~87 14へo ì! l 心~l! í~;?59 

513 585 16 14 15 348 
~88ヘノ 55!: 566'-----623 15~~JIY 13"J 14 12c~ 16 3ど6〆，<)71

523 自 13 18 14 11 3百 B
ん199'~，， 611 oCi6"J679 16" ,70 13戸、 ]A 1C}~? 1 J ぷS6"AOじ

615 5自2 27 15 1 号 441 
，， 84へ，，612 637~707 26~'J29 6 17 'J22 ;¥r 12r--，~，<-/ 1 

3B2 43自 S 自 5 自 14 254 
358へ--， 40i 1~460 86ro�6 ，， 8 ，ヘ 12r~ 16 へ 76 (，

461.1 52自 18 15 10 327 
ぺ'lS'A82 515 ヘJ~ :J O lb~;cl 1 ~1~，~ 1 β 9〆， 11 31 

538 61 B 17 14 11 3 自 7
526'~549 600r,,62,j i ,> , 19 1 ,1,,01 ci 10" ,, 12 789rvJ:Z:O 

自 11 自自2 27 14 24 493 
565r---./639 619'~689 25" , 30 12~15 18",,26 486~500 



114 休業日式験助研究報tL t告 292

Tab!e 13 , (-コ〆コき) (Continued) 

隠 原木若手可 処Jljl.* 旬[ :.'<て 介 ;J< ヰi 上七 重

ル10isture
Sp巴ci品ic gravity 

Log Treatω Thickn巴5S conte孔t
中あSpeci巳E No. ment クt 乾 ネ色

(mm) in air 灑y  in oven dry 

3, 62 7, 1 自， 92 0, 8 自
5 13 6 ， 9' ノ 7 ， 0 , 91 C'JO , 9!i 0，自己 "-"0 ， 87

カ E 3, 51 7, 8 11 ，君 E 0 , 83 
メ v し/ 3 , 49 ,,3 , 53 7, 7"'7 , 9 0 ， 89へ，0 ， 91 0.83へ心.84

19 
Eucaly�tus deglujうta III 

3.51 9,1I 0, 110 (1, 84 
3 ， 49~，3.S3 γ .0 ， ----8. ,] 0.89ハ "0 ， 92 0.82へ 0 ， 86

I¥' 
3.ll2 7 目 4 日.宮4 0 , 88 

3 ‘ 60...，3 巴 63 7 ， 26 ヘ， 7‘己 7 O"91~--O.9ó 0.85へ，0 ， 90

3 聞 19 8, 1) 0. 事5 首， 88
:3 ， 11〆〉丸三J 7 ， 8 ，.， 8 ，之 0 , 93へ .0. ヲJ O. 86'~0省 88

戸タ ガム 1I 
3. 20 7, 7 0. 事5 0，腕

tγ 19，.， 3. 三ぷ 7, 4"' ,8 , 0 O. 94ハ)口， 9~ 0.87へ心目的
20 

Syzygiz品叫 sp. !日
3.24 7, 82 広告5 1l.B8 

3 目 J 8へ]. 3:' ノ .68. 、 7.92 O. 92~，O. 9も lつ， 85"~0. 89 

lV 
3.21 

3 , 1!i~~3. 26 

3.27 白書 (1, 99 首， 91
3.20へ 3. :13 日向 5 , 9.2 O. 97へ 01.02 。.89へ-"0.9 :3

ブ フ 7 H 
3.33 白 7 1.自自 (1. 92 

30 ヘ， 3 ， 36 8 , 6" J 8 , 8 0.98，.， 1 明 02 0 ， 91 ヘ，0. 94 

Anthoce�halus 21 

!lI 
3.33 8. 事 1 110 0.92 

cadu，拙:ba 3. :b 8.8-.9. 1 0 , 99,,, 1. 01 91 '..0. 92 

lV 
3.20 6. S 1.自島 思.事脅

J. 19"..3. 22 6. 6~6. 9 L 05'''].07 O. 98 ， ~1 目。。

3.2自 8.4 仕事告 乱射
12r~3. 26 8. O~~8. 8 。. 97.~，l. 00 O. 89~.-0. 93 

ジ r ! 日l
2 曙 75 7. 日 t 砲事自 書.93

J:. 2.71" , 2./8 6 , 7へ"1. < O. ヲ 8'~.1. 01 。目 92へ〆O. 94 
22 

Evorlia eíleγ型的1α m 2内自事 S. 7 1. 0日 自.事4
2. も，7.~.2. 7J 6.6〆 .6. Y O. 99~ 1.口 i 。ヲJ ，---~-O. 9� 

2.69 島 .0 1.114 自.富島
2. 66~， 2. 71 :i .8'..6. 。 1.03へ，1. 0。 守呂へ，0. ヲ9

3. 15 
3.10'.3.19 

ン l 11 
3, 27 8. 7 白書7 O. 9 日

タ :3.25 ，':1. ぷ守 8.6" 呂田 y O. 97 . ,0. 93 O. 90.~O. 90 

Pometia pi日付ata III 
3. 1 事 8.5 自由8 自.豊臣

3 , 13 ..3 ヌ3 8. /.ゾ8. 7 98~0. 99 0.90".-0.91 

3.28 7.3 1 自2 豊富5
25.~3. 31 1. 二〆，--，7 ， -1 1. 01 〆、 .0/ O. 94'--~O. ヲY

3. 2 事 8.7 白雪 7 O. 8号
3.20 、 .3. .~o 8. 6へ，8. 日 0.94"..0.98 0.87へ〆0.91

3. 23 自 .1 な事4 臥 81
:1. 19 .,3.28 日向 5.~-，-'8. 9 o 目 93八 '0.95 O. 85. "0. 己B

3.31 8, 9 自.事 5 島.87
3. 29------3. 33 8. 8~v9. [1 仏 94.~.0. ヲ5 0.87へ，0. �7 

3. 30 自自 1).告書 8 量2
3.26'..3.33 7.8.,,8. i 。噌 98~ ， 1.01 0.91八'0.94
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IJ 1 張り目指さ

Tensile 
strength 

210 
、ノ三[)

246 
イ:39

246 
ぷ 44ノ

3 自 3
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1 宮5
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三乙J
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498. ¥( 
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Tluck11nssi II11pact 
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'" str巴ngth
(96) ! (kg ・ C il1)勺m2)
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パソ了二 1 ーギニア村の加 Ul':Jtt質(;手'， 2 械) (ヰミ利)jjおtH(�i� J'G tJI) 

l放水率

Water 
abSoTption 

(76) 
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4113 
4 斗
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546 '",:"')91 '1 
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1V~竣係 f土
M'òd~I~~ '"~f "Jf~ 泣凶
rupturεSpecific streロgth
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Table 13, (つづき) (Continued) 

格J 種 処理*

Log Treat明

Species No, ment 

I 

H 
25 

Pometia 1うinnata m 

N 

タ ウ ソ

26 
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2 、ミフ キュウム

Palaquiu持1
邑γythrosþeγ'fnUj慨

27 

ア。ランチョネラ

Pla:坑choγzell品
thヲγsoidea
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アンベロイ

Celtis kajewskii 
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LW |政;](率 J 刷くさ膨Mij 吟~そりド 1 Î長り強さ

Tcnsile 
strength 

rupture 
¥.J}Jv¥"_"1 J_Jし ~:ll. L "'~J !呂 ...._u \/(υJ \/U ノ (kg/cm2) 

368 訓告 自自 4自 21lB 
J43~391 400~'".3b ブ 9~..bに 4,> ~5U ~02. ~J21 

447 513 37 15 3 日2
/8 べ 9当へ，534 Jl ヘイ 1~. .16 297.~3ü6 

501 5 詰自 44 16 31 宮
I， S4'~o32 40-，.4日 I 戸、.19 ,J 19, "'-'320 

580 631 44 2 題 3事9
550-.612 ó06 ,'"__, 6tiO 39八 .4tl ][1.22 326へ，4~4

422 ヰ64 81 55 2自4
<09へ AJl 447".,--, 475 己 O'''j8三 む之へ':)1 ~?51.~271 

445 5 陸島 4D 17 333 
A3~，- ノ /;';-)8 ~)Oι.1 3己 1 1'/へ.11 臼23へ.343

514 58 自 37 15 417 
460.~.S61 540 , .6:) • 1[..--，-， 1 止 '3 99~d3S 

558 5司自 43 21 3 盟 1
S:J9〆 ..584 S6?"ノ己 1 .， 40 ,'.-.-45 18. , 23 'l66-Ai 7 

43自 475 11 1B 211 
390.' 〆45G ~，3:Y...)07 7む./3 17へ--，2C 252~，291 

466 534 22 E 318 
i !c 9 ，'~4;/L 口三6戸.:)~1 三 i へノ22 6へ? 370.~386 

515 5 持自 23 8 412 
oO:k，-5:l/~ 己 2 ，]へ，)4 凸. .1 i 105へノ418

自自2 642 25 8 44思
57i.~629 609 , .6/9 ヘ .2 1 .1~~5へノ472

35自 330 75 51 248 
325.、 371 362 ..394 7ι tir.，-， 7~ C) 0-~5? 241-..261 

5自 1 日 11 21 20 4番号

o8'~ --./6~ 1\ ど 20.--.L 4:")0ヘノ48心

673 1211 39 25 53B 
048',.706 凸 9 l'i:，--，-， ?~9 ，八U八J 〆ゐ t) :7:3へ， 26 53Jr--~， 5.1 乙

727 134 36 17 512 
716. 、 ~73/ ! ~~フ、一 F、三J 35 ,,33 ↓ 5ヘノ ;8 495.,,54 j 

364 40自 96 54 286 
35:J.-,,379 391 .431 94. , .97 62" , 66 )'7S~~-，29 ，j 

550 618 3 自 23 41 時
51 ヲヘノ586 5己 34'-~-J 39 ;;3.<2 パ 4S:?へ.!， 99

自4司 72:1 44 21 55語
60ó.~.69J 69りr 、 43"'，， 4β /ノ 1. "2 メ ~jc， 3C 'J 56 :3 

自習君 732 44 26 536 
662~7n 7 ;;2.、 J745 39r~47 23 , -， ~29 8.-.. 55:J 

353 3 告自 101 5自 12 21 自
339 ..3')1 3 iJ，3~乙 08 10りひど 68ノ ..69 lk.l 200.~219 

43日 493 33 19 宮 267 
41.). ~ぺA己 "8 ヌ 1 30 ，-，-~36 9".20 ど6 ft' <?7U 

482 55 日 49 22 11 308 
ノ?7，~~19 ム 41'-~___.ol Jん lハノ 日.~11 三日 J. 九 ~3ヌ6

543 584 38 1 書 12 341 
524r-，-， 55~) 5 ヨ9 r-'-~5ヲ9 三 9" 43 11 ，~~21 ， O~14 319c~363 

Notes) I : Untreated specimen , :rr・ 0.6% paraffin emulsion ト 0.:3% phenolic resin: 3.5% aluminum sulph~te. 
m: 0.6タ!5 phenolic resin 十O目3% paraffin emulsion -f 3.5% aluminum sulphate, N: 6% linseed oil (basecl 
on weight of pulpト
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で)さ才L ， さらに耐水川比への効果も下記以外の樹種では顕著に認められたハ

アルストニア，カナリウム (3)，アンチアリス，ブ。ランチョネラ，タウン等:ではノf ラフィンエマノレジョ

ンの添加量を 196 あるいはそれ以上にしなければ]lS 規絡に適応する悩(Ij及水率 25% 以下)が得られな

かった。

このことはコストの[tJjで問題があり，何らかω{也の改良策をほどこす必要があろう。

テンパリンクの効果はさらに強度 I血に強くあらわれp 多くの樹磁の曲げ浪さは 600 kg!cm2 をこえる伯ー

を示し，エリマ，プランチョネラ?とおいてはョ 添加量が百%の場合 800 kg!cm2 J孔上の曲げ強さを示し

,. 
I~O 

このように強度!討では良質ωボードが得られでも耐水性の改善にはやはりサイズ斉[J との併用がより必主要

であると忠われた。

以との結呆，次のことが明らかになった。

1) 熊処盟のボードは全üH重とも耐/J<:t立はおおむね不:)毛主主材 (j二としてブナ， ナラ等の広葉樹〉より良

好と認められるが， しかしが史的な耐水処理は不可欠である。

2) パラフ f ンサイズ処Jmをほどこしたボードはとくに~[ìJ;J<性が著しく改書され， 多くの樹援はJlS 規

格lと趨f合する怖を示した。

3) また，ブゴ/ールレジンのサイジングをおこなったボードでは添加率の増大!こしたがってとくに強

度の許しい [ùjJーが"ぷめられた。

4) ì[\[処理は全制阪の材質改符 lと効果をあたえ， íぼ処践に1七べ 30~50% 近い [11]とを /J' した。

5) 繊維形態多付の化学組成，逐次1111 出物とボート、の材質との聞に相関が認められたのは次の項目であ

00 

汲水準とアセトン9 衝撃的げ強さと級維111討衝撃世lげ強さと繊維þt，繊維幅との上ヒ， L;担げ強さとヘキサン

抽出物， ，治げ強さと会M<I 1J j容分，引張り強さとヘキサン抽出物。

3. パルプイヒ

3.1 繊維形態

('lj 野勲

織維の形態的性質から倍tfi革特性を明らかにするとともにB パノレプ，繊維板等の品質検討の]i，泌資料を挺

供するために繊維長，繊維悩， 11失墜[字:を誤IJjとした。

(1) 試験方法

1) 測定試料は 3.2 におい、て調製されたクラブトパJレブ3を乾燥することなく用いたc

2) 測定は万能投影機を用い予繊維長は 100 i告で 150 仇繊維幅およびノレーメン l隔は1， 000 倍でそれぞ

れ日本測定したと

3) I夜泣;rぎは次式によって算出した。

Ij史 tê~ J_1:[(平均)ニコ

(2) 結果

測定結巣は Table 14 のとおりである。 Fig. 11 は測定した全繊総長の分布図と各樹援の繊維長(平均
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Table 14 供ぷ料品~示Ilーの形態[11
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Fig. 11 繊維長分布図

Distribution for Jìb己r length of 4,500 specimens. 

MO が全体の中でどの位置にあるかを示したものである。 総維長はノf ラキュウム (27) が肢も長く，次い

でマラス(10)，エリマ (8)，ウォーターガム (20) ，アルトカルプス(16) およびラブラ (21)であり，

L づ~n も1. 5mm 以とで長減給グ Jレープに属する。短繊維のグループはタウン (23~26) ， アンチアリス

(15) およびカロフィルム (11) などで，ヂlíi't'材と同根度であるの 他の 18制活は1. 28'~ 1. 46 mm の組聞

に集 IjJ しているの

繊維I:Jì4は 20~'43μ の純聞にあるが， iRの広いものとしてはアルストニア (2) ， プランチョネラ (28) ，

パラキュウム，アノレトカ jレプスおよびエリマなどがあげられ》いずれも 40μ 以ヒであった。

l民欧序はマラスが設も尽く 1 1. 2μ であづたυ その i也の品J活は総て 9. 7'~~5. 7μ の範凶にあった。

3.2 パルプイヒ

荻野健彦。島m謹紙，宇佐見1(;1典

71三項目ではクラブト法によるパルプ。ít と符られたパルプの性質について，試験を行った。

(1) 試験 Ji 法

1) ノぞ jレプ化

供試料をギロチンチッパ…でチップとし，気乾にしたものを試料としたυ':i;;51鮮は 4l 符ステンレスお(J

裂のオートクレープを用い，対時温度調節採で制御された電気ヒーターで加熱した。蒸解条件は，最高視

)支 1700C， 1司到達時四1. 5 時間可保持Hーを日1. 5 11寺 Ij目としたり 7家解薬液のだf'liJ'.プノレカりは溶液濃度 3.2%

(Na20 として)とーだにした。波l七は供試材の比重の主主要 iとより 4 ~~7 の諮問 lと種々変えた。したがっ

て活保アノレカりの木M に対する濃度は 12. 8-j 22. 4% の筒回になった。硫化度は 25% とした。

主主力l~終 n炎， 内容物を適当 lC!k沈し， 服織機にかけてから 8 カットフラット@スクリーンで*青選し

た。パルプは 150 メッシュのふるいに受け，遠心)Þ~)Jえしたのち〉 ‘部のノマjレブ。をとり 321、外線水分計で乾

燥して収率を求めた。 J与、後の試験 Jとは精選ノ .c:)レフ。を使用した。

2) カッパー価

蒸解程度の指標の一つであるパノレプ中の残存りグニン量を知1 るためにp カッパ一価を標準法で測定し

た。さらにカッパー悩lこ係数 O. 16 を来じてロ…ヱイ山を算出した。

3) ;1¥'i f'l 試験と白色皮測定
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'1寺 J と日正 11手のデ タのない 8 樹碍について， C-E-D-E-D の 5 段漂白試験与をおこなったc 米漂白および桜

山パルプのハンタ -[1色度測定lこは浪IJ色色差~I ND-K 5 (日本電色仁業株式会社製〉を使用しだっ標 11パ

ルプの色戻りについては， 十全 ì~~ì去により抄紙した潔 1'1 ノ'C)レプ・シートを 1050C に 18 時間加熱してその前

後の白色度から PC IIl!îを算出したe

4) 叩解および抄紙

PFI ~ノレを聞い， TAPPI 際準法 T248 により， フリーネスが 220土 20 m/ (CSF) tとなるよろに1l[J解し

た。なお， →郊の樹穏について， 比較のため呉なるフリーネスに叩解した c 日JJ解パルプは TAPPI 標準

法にしたがって抄紙しずこ η

5) バルブ。の紙力試験

パルプの紙力試験は]IS 忙しだが〔て，裂防fft，比破裂強さ，比百|裂強さおよび耐trï'強さを ìlllJ')どした

(2) 結果

クラフトパルプ 1 1:， iとおける液比， i氏本および得られたノマルプのド!笠ば Table 15 のとおり引であるつ

j夜比(;1: 4 を最低とし，大部分 5.0- 05.5 で禁解されたがp アンチアリス(15) ば 7 を委しだ。バルプ全

収不ーは 40.7' J50.5忽の範問 lてあった u 収率の比較的低い樹孫:はアルストユア (2)ヲタ F ミナ 1) ア (5，の，

ウォーターガム (20) ， ヲブラ (21)およびタウン (23- 2.5) であり， 比較的高収之容のt\t湾ばスポンジア

ス (1) ，カナリウム (3) ，カメレレ(17， 18)，プランチョホラ (2めであったっ

Table 16 漂白ノ{レ/。の

Properties of bleached sulphate pulps 

日
叩

白色皮
Brightness PC 日本

PC 
number Species 

ワ ン ド ン

sphaericus 
Q 92.6 /, 3.8 23 , 1 81. ,:) 

ーミr 、/ イ ア
Cγヲptoca:γyo

1 ;; 95. 己 28. 80.3 

イ 13 
ダイ bゾijug，ッa 

9<.1 44. ~ 14 , 6 80 , 4 

Dysoxylu例
1 L 93.3 44 , 23 咽 7 82.0 

アンチ リス
A鈍:tioγis toxicaγia 

15 94 , 5 乙 3.1 2 1 もー『

ア jレトカノレ ス
Aγtocarpus 

16 94. :J 41.2 25 , 1 780 7 

ォーターガ、ム
20 

yg!um sp 94.1 40.2 15.9 78. 

コニ y戸、 ジ ア
Evodia elleγya:叫由 95 , 5 0 , 8 ?8吻 l 81. CJ 

]町 9

ム . J 

l 日

2 自 7

ハ

一 'ι4
ζ 

1 ~ 

主主 ) 説~(lmJ芋 : C-E-D-E-D 
Notes) Sequence of bleaching : C-E-D-E..D 

工ージング条件: 105'C, 18 時間l

Ageing condition : 105Q C, 18 hr. 
*PC 姉~(力11熱後 K/S 加熱lí守 K/S) )( 100 
本PC No.ニ (K/S after heating-[(IS before heating) x 100. 
ととに K/S~(l-Rα)2/2Rα

[(:シートの吸収係数， S: ジートの分散係数， Rα:n色度:
where K!S~ (J ←Rα)2/2Rα 

and K: the absorption coefficient or the sheet, S: the scattering coefficient of the sheet. 
Rα: brightness 
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"\;1'1率ばいずれもぽいものが多く，繊紙Ir，は良好といえる仁カッパー仰はJ:，， 'i\lj分クラつ卜パ jレアとしての

.*均的なイIfl_7ε ノj、したハしかしマゾイア(12) ，エ;)、ジア (22)，タウン (24) ，ブランチィネうのカッノ f

í:!fiはかなり低く 2 したがぺて多これらば比較作法解されやすいt!ii磁といえお

ウォーターガム{ま蒸俳チ iソプにやや多量の府褐色ピッチ:民沈荷物がみら;~l t，ごが，緑内処JlHiとそd.担

められなかったc

i判長 1'1パノレゾの (J色皮は，マソイア， プランチョ不ラ:r:. ;1"ジアなどが比較的刊しマラス(10) (土特

に fi!;い憶を示した。

パラキーL ウム (27) はスク 1) 一一二ング:こ11::'\;交的長時!日 1を要したがヲ これは?良市守形態に特徴のあるためマ

あると足、われJ る ο

主要 (1 ノ {'}V ソQ の七L'I't i土 Table 16 のと土J りであ

長!色度は 76. 9~ 82.0 の組問にあっ 7こ 1探崇白|ド門'Hは土今十般1校店「杯的ぷ内j に 7邦1日;戸;

i山'1[げt7カ7穴'~!~虫(く， '(主ι~ :)も}.:.きかった n

:+~様 (1 および襟1' 1 ノマノレブ; 0)紙ゴJ試験のがi lには Table 17 のとおりであろ

ゐI艇により LqJ併の郊易がかなりあ"，たれ '1 ' でもカロつィ Jレム (11) ， タウン (23) はやマサ'iíl!fl解判であ

(ナこ" ffLUJ試検の結果は全体的 1と T十ii'j: 1オの平均 1'1'-.1値よりやや II-'j く，ブナなどの1'1， ~(Jぶ必t!Hノマ)~ソ ω強度ご

i互い I1えそ刀、した。 ターミナリア (6 ， 7) , カ口フィノレム， エ rドジア， セルチス (30) などは仁わさも怜度が

主く， シート性iNも比較的向かったっ

以 1.の結果9 試験に供された 30 間体の材は，べて製紙丹i クラノトパルブ十:ス 1 ノマ:の適ギ:十号〕

いると概観された。
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アンチアリス A托tiaris t oxicαrza 

ア jレトカ jレブ。ス Artocar�us incisus 

ウォーターガム Syzygium Sp. 

エボジア Evodia elleryana 

*漂白ノマノレプ

Bleached pulp. 
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146 、試験場IUI うけ ~~i; 292 リ

し炭

メ ~i副長:{!tì " ;.~l iJ'゚i _íE リ i

|本，btJ:\:Î(j ブロックがま!てよ:)製炭試験を i j い，川られた木炭UJ I1古とそのポIjJi j j芭↑|を ijMj資した c

(1)点検出

1) :~"!災、

付ょ「日しだ村、日コé\:f(J 11， '1 ブロソグが主の形止におよびIi一枚:土 Fig. 12, Table 18 ピイミすとおりである。

牧村は 2，1 科tH ， 30 ~三の f干J 1'1で， l.~、の jにきさは 5 cm X 5 C111 >< 1 ()O Clll であ"た"これらの試験付は

とめてかまの 1[1 りと l切に I?l j ふのft!J の祁分[とは 11 本の!ム-<<s川村そtIぞれj，í/I ，平;めとした，付子ì;n はがJ

2.5 トンであった〈

山本 lだの l日目、験iL

行Fぷ弓(江仁m") :よ Jj; ~KFド X1']' ご) I衣日(-t:~ L lて「

熱重量対
Ther mocOuples 

~〆

夫弁Â
Roof vent ho les 

♂，/ " 

排煙 [J 1 抗日
汁斗出t I ふtr守山

〉三:械開
Fi宮 12 ， iJ\ 式 jíj JI;11 ブロック

氏以:tangular block kiln. 

Tablc 18 体以 r\: 5'! II~ ブロックがまの十日 j;午

Construction of rectangular block kil日

Jj:[ 11 ltem cm ():U う Not巴

主心) IIJ{,: 
of kiln 

iJ之/ぅ、まの さ
ロソク， 1}{rlJl iiJij 火セメント

Length of 
,]00 cement block linむd with 託 castabl巴

(;) 1"1 三
cement 

11ei1L昨5ドドl十tl Of 川11
12!で

尺の 1'1) ざ 、

! } アーチ弘叫コンクリート，ド咽耐火セメント fぞHeiQht of roo 
li勀 の火

Arch type-r巴inforced coロcr巴t巴 lined with 旦

er vent hole 
18 cast乱ble r巴fr呂ctorv じ巴ment

I! の附
of smoke outlet ち下 l 十!央

の l:Ji さ 日
rεar ， lower ancl central part of the kiln 

smok巴 outlet
。〉 後

i 亡υ 
of smoke stack rear part 

かま 11 ()コ 11 1 1口
Width of kiln entrance 

己り

i I ()) J'，:)さ ，()。 J The front part 
。[ kiln entrance 
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九(
 

ドiι13 材、 l叫Lょ~ fi: ブロソヅ花火 μ良

Cj、emperatun、 obtained during the carbonization in 
thε 1ーなじtangul乱 r block kiln. 

{一",<1 1 wヰ

20 )主)( よ) ,fllJj l~ し fこ. 1 J主 O:ìû)!， L!:'J'i[) n i.安打-ifrt 式Ìl1i J \t， ii ( 1 皮jfk@ 本 1だ I;J\1'; !-O)1iJj:日L'IÍLI

1 度以ドヰ S (話。 fl charcoal) 1 した。(hanl charcoal) , 

1 .,_ 
、ノ 1 ，-"!(又[" (96) ・本料試料の z五七::て対ずるよ械の IIî 忌 r'l 分ネ

ν引jx í'rii 1'1 うトヰ\木炭 Lノ)以容の IIXfつネ(党)) :イ三村バ料0)片さにどれゐ

1)) Ji'1 î;ýで表わし市人試料のおrúîの:言気抵抗 (m を ítllliとし，

jlS M [L';]ì七民 U) 合釘 i詰ーの分布 vf中プEうれ!火うJ"ぉ;オる点分》l 立L分好(劣) : ，j<点以中村)近島

1 -' -ア. , 
L ノ、8812 (1963) 

fて(2) 

手当 'jl (i)iML良品名1 ) 

二 υ_) ~名Fig 13 iiiだがま， !II)と ;ill におけるバ出食料の1(:1; 王ト，':1;および州淀川の炭化!ilIL伎の料J@ てあり，

役終日土民がま「れりと却の!JtiLil'i!¥j(;t 70 Ilhli'， l で，災 fヒカ出品(三jt主してし、;~')三':: ~i_' 'I' IJJとしうふ?ρ ら、

苦) .、巧~j)1 I で 700'C，そのド l':I~ 押 500'C，長 [1 で 3品。℃

ノにがよの I~jjit:(

らオ ιのから!日;1:七 (0. 80) のものへ .')'1ルーベて，Table 刊において永付 i ，Atfoコ低Jt (0 ， 23) の

」ノ

，~) 1 ，200)以新ヰ、と、11ゼEZ がノ\さくが戸J て木ミ試料()) :;ヤ涜.[l
ノル、プ Jγ?

r_J ; 、J大や11武 1'，+ U) 1ヒ扉が}~

>1カ3 ノJ\ き元なる傾向をノj 、

Jコ試i~に tコし、てもべけ [t 11: ご以うアまた， ~~~花|れとはメミ刊のトjくうよ逗;が 196を松三るのがあるかp

景が 2 司 596 以上のものが斗凡ろオ r サー〔

担ウン (25) ヒクイJ. 
¥ 百立まオ三千イ試午、}の上t， (li が 0.6 1 び〕九の/Jミ 9- ，仁丹(じTable 19 

ラ(13)む) {~肢の:足度が刊か「プこ

き乙とこ(主!日

考え ~)tL る勺そのの軟質木炭 (S) :土成子fリボ械の!liz *，l のイ市として!史的でさぷと以われる

官吏 );Í木炭 (H ，y表示したもの)はその明J史と 115分附のが; I~~からみて，と Iü)!] ，
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Table 19 木 トU九J 

Properties 

必I 種
[試問雌1)

原木番号 S.G. 容積君主
Species LOQ" No. of ,,:,ood 

specl日len

(oven dry) 

アンチアリス Antiaris toxicaria 15 0.23 。固 19

アルストニア Alstonia scholαγis 2 0.26 0.38 

ア ン^'ロ イ Pteγocymbium beccaγIZ 29 0.28 0.33 

コ二 1I て7 Octomeles sumatγ且抗品 B 0.28 O. ,13 

アルトカルプス Aγtocaγþus i抗czs品~s 16 0.30 0.25 

ヱ ポ ジ ア Evodia elleryana 22 0.32 0.32 

スポンジァス S骨ondias dulcis 。齢 35 0.33 

• 、 ゾ イ ア Cryptocarya massoy 12 0.36 0.25 

ブ ブ ブ Anthoce�halus cadamba 21 0.36 0.44 

レッドブラウンターミナリア 6 0.36 0.32 Terminalia sol併民間開sis

カロブイ lレム Calo戸hyllum vexa同S 11 0.39 0.26 

レッドブラウンターミナリア 7 0.39 0.31 Terminalia solo叩O批包世sis

ノ f ラキュウム Palaquium erythrospermu附 27 0.40 0.31 

プラソチョネラ Planchonella thyrsoidea 28 0.40 0.36 

レッドブラウンターミナリア 5 0.40 0.23 Terminalia solomonensis 

ク ワ ン ドン Elaeocarpus S)幼aericus 9 0.42 0.37 

カ メ レ レ Eucalyptus deglu1うta 18 0.43 0.38 

11 11 19 0.49 0.41 

ザゼ ノレ チ ス Celtis kajewskii 30 。陣 50 。置 44

イエローターミナリア Terminalia cala附8押sa抑az 4 0.51 0.41 

タ ウ ン Pometia pinnata 23 0.53 0.52 

カ ナ ウ ム Canariu日z indicum 3 0.53 0.33 

カ メ レ レ EucalYlうtus deglupta 17 0.55 0.32 

ウォータ戸ーガム Syzygium sp. ヨo 0.56 0.49 

タ T'J ン Pometia sp. 26 0.58 0.45 

ダイゾックス Dysoxylum gaudichaudianum 14 0.62 0.52 

タ ワ ン Pometia �innata 25 0.66 。園 63

ク イ フ Iγztsia bijuga 13 。恥 66 O. 75 

タ ウ ン Pometia 1うinnata 2~ O. 70 0.69 

てr 7 ス Ho附aliu附 foetidu削 10 0.80 0.53 

注) 1) 試料金乾よb重はこの報告ーの第 1 報より引用した。
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の性質

of charco乱1
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Nole) 1) Specific gravity of wood specimens (0. d.) were 司uoted from Report No. 1 of this study. 
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-J I 下二 (Hυ) iJll I ↑ i 巳1 (:;g ([U Ck 十11)11 分十五u

Prop{~r l.ieを; of 針。揃Iè P誌pua j'れ Guine捻 W附d~ Re!at�g 

with Man凶f晶cturing Pl'OCe8Se時 n

PlyもすO骨d ， particlεboard， fiberboard , pulp anrl eharcoal 

fro!U封。me East New Britain woods 

Wりrkin日一 G1 りし i )l Ol1 Utilizalio!1 uf γrop.iじ孔 I Woods川、

訪日l11 111a1 、

1� 1 

Scvcr日 1 pruccssin只 tcsls 仁oncc了ning th巴紅lanu! 品じt リ ring of panel produds , pulp and dm1'coal 

\V lTe 仁arri日c1 out ()il twenty-follì一首pe仁 ies cojleclecl a( a lowland r社 in f(げι市 in Nc昨日rltaln

lsland in 197ら -rl1e sarnρle bolls りf cach ()f th七sc sp日じlCお v.，.日 rc t.ake刊でcspeじtively fronl thc 

S日 me 10記乱s lisi.ed il1 1hc i�s( rcp�t 

Illec han i c;ぇ 1 and chemi仁 al pfope了ties toget l1εr 日 itb fungi susじeptibility measured 

0口 the satne samplむ logs ¥vi11 be reported i n t he れぞ瓦 l papcr , 

nf veuecr and 

Ll V舵neer cntt匤g 

ln rcspc仁t tりも eneer cutl iug , ¥he Jathe じじじk dcveloped 礼t cult 1l1 g 礼 ncl roughness 01 ど Ul

surface of じu t. veneer were measured , ln ackliljoll to the t とst 口f ''/eneer cutting , haγd­

nes;、 ancl h倍、口ding pτりper t1と.s ln 手ゾcen Yvc_re a130 rnc札日ured as thc τelated prり!lと rties to vene巳τ

仁 llttin又ー

Proむ'ldul'ぞ

1) Veneer cutli日ιlcsi

Att日了 thε 10ぷs wεrcγoundcd up t 口 the diamcler uf about :� iiO 仁 111 anö 仁γから尽仁u\ 1 り the 

l巴Ilglh o[ aﾌJout 2:') cm , the hoits wr， γe instalJed with the sm社11 experimental 、 cnecr laLhc (111札X

imum knifc length ()f 4fJ cm) , The 110nlillal veneeγthickness ¥vas 1. 02 HrIl1，札口d 1'l(削ヶ ì)(-1 1

open�g ¥vas lO rf?ぷ of horizontal opむnm又 Thじ depth ()f Jalhe chcd日明r社S Il1 casllred a t tlle cncl 

surface of ¥'encer after magnifcc日tion of twenty ti.mじS ， and the roughness of cut surfacc was 

rneasured at t.hεl()o~巳札口d the tighl side of ven巴e1' with the stylus rnethod typピ 1口 str 1l1l1 en1 

of measurement of sLlrfacc roughness , T、he lath ，一， chccl, depth was shown b) lhe rati� uf lalhむ

仁h削、 k dcpth (り veneer thiじ k l1児おら? 札口d thc γOUf_{hncss り[ VCl1むけ su r face \v孔S 日hown 1乃 lhe

γoughness of centeγlinむ乱vcrage.

:2) Bardne出乱n仁:l bencl i ng tcs t 

Thc くlimension of sp出:imen of bcncling test was J:lO rロ 111 (lengrh) 〆 Li 打1m (wiclth) 人 7 mlll 

(thiclmess) , 1、l1 e S1コ孔 11 direction wa日 perpendicular (り tl1e 1り II又iludin日 1 cli re仁tion 01' w()od and 

appli思d the load on tangen tial 0]' radi日 1 surIa仁C 01 spヒCJm('~n 号 Eight to tcn speじimens werと

prcp孔E じd f()r cach test 

The dimension ()f spccimcn けf h乱rdne日ぉ 1ヒst \vaぉ "1 cm><4 cm /4 仁 m ， and 1ヨrJ凡ell hardnじおら

明?日日 nreasu下ecl on tan只 cnlial ι lIld I品clial surfacc , Four lo iivc speじ J lTlcns weγe preparcd for 

each specics 

Received September '1. 1976 
(1) Wood Technology Division and }匂rest Producl5 Chemislry Division 
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Resu1ts 

The results of Brinell h乱rdness test, bending 巴st ， and veneer eutting test are shown in 

Table 1 and Table 2, respectively , The characteristics of species foτthe production of veneer 

wer巴 8ummarized as be10w. 

局戸ondias (1): Although specific gravity, Brinell hardn巴S8 and Young's modulus were almost 

equal to those of Alstonia (2) , Octomeles (8) , Antiaris (15) , ArtocaゆZ臼 (16) ， Cry，ρtocarya (12) , 

Pterocymbium (29) and Planchonella (28) , it was di伍cult to produc邑 the veneer becaus阜 the 五ber

could not be cut sharply in th巴 case of cutting with the sharp knife edge. 

Intsia (13) , HOlnalium (10): Because of high specific gravity, Brinell hardness and You孔g's

modulus in b巴nding ， these two species were difficult to cut or to chuck the bolt to the veneer 

lathe at green condition. As the rotary lathe used in this 邑xperiment was the small, experiｭ

ment品1 type, these species wcr巴 not ab1e to cut the veneer in respect of the capacity of m乱chine

If the veneer cutting was done with th邑 practica1 rotary lathe , the thicker ven邑er would be 

diffiicult to produce without heating the bolts at a tempε士旦ture of abovc 900C prior to cutting. 

Octomeles (8) , CrYlうtocarya (12) , Antiaris (15) , Pterocymbium (29): However v巴ry 10w the 

value of lathe check depth , the veneer produced t巴nded to hav巴 a very remarkable fuzzy surｭ

faces. Becaus巴 of the fuzzy surface, the vene巴τwas difficult to b巴 used for 旦 face veneer. 

Alstonia (2) , Terminalia (5 , 6) , Artocarpus (16) , Palαquium (27) , Planchonella (28) , Celtis (30) : 

With th日巴xception of Terminaliαand Celtis , th巴 lath巴 check was not large, but the fuzzy 

surfac巴 ¥vas r巴口larkable. The fuzzy surface occurr日d on the ven巳er at cutting th巴 inner part 

of the bolt in Alstonia, Terminalia 託nd Palaquium , and on a half length of veneer of one revo司

lution of bolt in Attocarlうus， Planchonella and Celtis , 

EucalYlうtus (17'~19): The ]ath巴 check was very deep and the surface of ven問r was nl口st

rough among sp巴cies tested in this experim邑nt. Furthermore, the venεer produced from thc 

bolt of No. 18 was so c且sily to severe that the vcneer was difficult to r巴巴1 after cutting. 

Terminalia (4) , Terminalia (7) , Pometia (26): T、hese speci巴s じould be cut into smooth surface 

of veneer, but the lathe check w旦s developed considerably deep. 

Canarium (3) , Elaeocaゆus (9) , Calo戸hyllum (11) , Dysoxylum (14) , Syzygium (20) , Anthoce，βhαlus 

(21) , Evodia (22) , Pometia (23~，， 25): Th巴 veneer surfaces of th己se species w邑re very smooth, 

but the lathe check of Canarium , ElaeocαrJうus ， Dysoxylum showed a little high value. 

1. 2 Veneer drying 

Thεsui ta bili ty of ven巴er drying of the sarnple woods was investigat巴d. The major purｭ

pose of this experiment was to compare the veneer drying time of each species , ln addition , 

warping of v巴neer was measured , 

Procedure 

Logs wer巴 rounded up to t11己 diameter of about 50'v60 cm in advance with a commercial 

veneer lathe 乱nd cross-cut to 1:h巳 length of about 35 cm. Then, th巳 bolts were pe巴led with a 

small 巴xperim印 tal veneer la the. Veneer thickness was 且bout 1 mm. The test sp巴clm巴ns

were obtained from th巴 portion about 3~A cm insidc from th巴 ncw log surface after the p代田

vious rounding. The siz巴 of specimens was 30X 30 cm , 

The vene巴r dryer usecl in this stucly was an experimental drying charnber with electric 

h巴ater and automatic temperature control equipment. The drying condition was 且s follows: 

dry-bulb t巴mp巴rature""" 140oC, wet-bulb temp邑rature"" ・ 580C， air vξlocity""" 1. 6 m!sec , 

Each v巴E巴巴r w丘s put on thc iron-fram巴d holder w hich was suspendecl by a thin wire con岡

田cted to a precis阜 load cell through the cei1ing of thc drying chamber. Thus, weight loss of 
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the v巴neer ¥vas recordecl electrical1y. 

Shrinkage of the v巴日記er in width (tangential direction) was m巴asurccl in the middle and 

in the other two portions 5 cm apart from the vcneer edges. Thickness was measured at th巴

[our corners of the vcn巴巴τ.

ト、or comparison of warping , extra veneers dried by a く ommercial type γen巴日r dryer of 

horizontal air circulation with the temperatures of 130..~140oC were offered. Vene巴rs werε 

dried while they were fed and carried between the two wire net conveyors. 

The warping of the clried v巴neers was eval11ated with our grading standard. 

Results 

1) Drying time 

Both drying rat己 and drying tim巴 of vcne巴r wer日 calculated from the clrying curvcs. The 

experimental results are shown in T呂ble 3 inclllcling sp巴ciiic gravity 乱nd initial moisture conｭ

ten t. A t iìrst , drying tinユ巴 was obtained as the time requirecl to dry the veneer from green 

to 1096 moisture content regardless of its thickness. Then , the dry�g time obtained in this 

way was converted to th巴 one (A) of 1. 0 mm  thick veneer. The drying time from 60タぷ to 

10% moisture content was also converted to the one (B) of 1. 0 mm  thick veneer. 

Drying time (A) dicl not relate to the single factor 8uch as speci五c gravity or initial 

moistur巴 content ， but it could be explained well by thc followin宮 rnultiple regr巴S81V巴 equation.

tC~ -2刷 428 十 0.03369 U 

t仁: drying tin江mc (A) , Uα: initial moisturc content, 

ro : specif� gravity in ovcn dry 

2) Shrinkage 

Results of shrinkage of veneer from green to oven dry in width (tangential direction) are 

ShOWll in Table 3，乱nd re]呂tion between the shrinkage and speci五仁 gravityar号 shown in Fig. 3. 

The coef五cient 誥!ro of Octomeles (8) , Palaquium (27) , Cryptocmツa (12) 旦ncl Artocarpus (16) were 

remarkably high (乱bove 20). Thes巴 species belonged to th巴 group with high values among 

tropical woods considering many aclclitional sp巴cies. Th巴 coe而 ci巴nt of the other species in this 

experiment exc巴pt the abov巴 wa8 at almost the same level as in the previou8 results. 

3) Warping 

Every veneer was clried bclow 5% moisture cont日nt ， ancl measurecl height of the pile 01 

50 sheets of venecr with a deacl Joad (呂pprox. 10 gfcm2) on the top of the pile ancl without 

dead load. 

Juclginεby our grading standard, warping of Sρondias (1) was severe, anc1 thos記 of Elaeoｭ

carρus (9) and Artocarpus (16) were moderate, but tho呂巴 of the other speじies were slight 

Photo. 1 shows the pile of 50 sheets of clried veneer. 

The characteristics of each species for ven巴er clr:}アing may 17e summarized a8 follows: 

a) Artocaゆ14$ (16) had high initial moisture content and took a very long time to be clriec1. 

b) ~pondias (1) hacl high initial moisture content and took a fairly long time to 17e clried. 

The w旦rping of the v巴neer was somewhat s巴vere.

。 Alstonia (2) , Terminalia (4) , A日tiaris (15) , AnthocePhalus (21) , Planchonella (28) anc] 

Pterocymbium (29) hacl high initi乱1 moistur巴 content alld took a fairly long time to be dτied毛

The warping of these ven己巳rs was not 80 severc. 

d) Syzygium (20) had a somewhat high initial 1110isture content and took a fairly long 

time to b巴 dried.

e) As for the other species, any particular unsuitbale characteristic Ior vencer clrying 
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was not recognizeι 

L:1 Veneer glulng 

The glu巴 bond qualities of th巴 I】lywoods made of rotary veη巴er巴 were measur巴d

Procedure 

Th巴 dimension of v色n日ers usecl was 1‘ o mm  in thickness and abol1t 30 cm sq l1日 re in arca. 

1'he 乱dh巴S1V仏s used were phenolic resin, mclamin巳l1rea co-condensation resin 乱nd urea 

r巴sin. The mixing and pressing conditions w巴f巴 ordinary ones (T乱ble 5 and 6) 命 Glue spreacl 

was around 30 gi (30 cm)2 and 20 記 (30 cm)2 for double glue line. The εlues wcr巴 coatcd on lhe 

core v巴neers by a rl1 bber同ro11 spreader with doctor ro11 and three-p]y pancls were made as the 

test plywoods. The moistl1re contents of ven巴ers used were from 9. 5あ to 11.5あ

1'h巴 bond strength was measured in accordance with bonding str巴ngth te8t methods in the 

Japanesε Agricultural St21nd21rd of plywood (Table 7). Th巴 test specimens , 80 mm  long 乱立仁1

25 mm  wide, were cUL from thc gluecl p21nels 21nd kerf巳d 日 t intcrvals of 13 mm  LO providc 乱

test 21r巴乱 in the cente1' of the specimen. 

'Thirty唱ix sp巴cimens were pr巴pared frol11 th巴 thr巴巴 te日t plywoods of each species. In this 

c21se , one half of total specimens w巴re “CJose type" and the other half were “ Open type" Ior 

the clirectiol1 of lathe check in co1'巴 V巴neer.

Th日じyじlic boil tC8t w21s 乱clopted to the plywooc1s glucd with the phenoliじ r巴sin and melｭ

昌mine開urea co-condens孔tion resin. The test specimcns were boilec! in water for 4 hours and 

then clriecl at 21 tempcrature of 60土ゲC for 20 hours. Fu1'th巴rmore ， they we1'e boi]巴d ag21in in 

w21tcr for 4 hour8 and then coolecl in water untU �s temp巴r21tur巴 went down to room tem回

per21ture宥 After that, the bond strength of the wet te8t sp巴cimens were me21sured while they 

were wet und日r the tension 10日ding with a 8h巴ar testing m日chine.

The hot 21nd じolcl soak test was adoptむd to the plyw()ocls glued with thc urca l'巳sin. Thc 

test specirnens wer巳 subm巴rgecl in hot w21t巴r aL 21 temper21ture ()f 60 士 30C for :1 hours 21nd then 

coolecl in w21ter until its t日mperature vvent down to yoom temperature. After th21t, th巴 bond­

ing str巴ngth of the test specimens wer巴 measured by the s21me method 乱s that on the phむ拍

no!�c resin pJywo�s. 

Re昌四its

The results of bond strength test are shown in Table 8 (glue sp1'eacl: 20 g (30 cm)2) 旦ncl

'1、able 9 (glue spread: 30 g! (30 cm戸). 1'he 1' el乱tíons between bond stren只 th 21nd specilic gr21 v伯

ity 21r巴 shown in Figs. 4〆，~9 on each glue ancl glne spread respectively. 

1'h巴 species which showed uηsatirfactory glue bond qu品目ty 21r巳 as fo11ows; Terminaiiα(4 ， 

7) , Eucalyptus (18, 19) , Syzygium (20) 旦ncl Celtis (30) ill the c21s巴 of gluing with phenolic r巴sin

1n th巴 c21se of 30 gi (30 cm)2) of glue spr巴21d ， how巴ver ， the boロd strength ()f Euωlyptus plyｭ

woods showecl an incr巴ase of 5096 as compar巴d with that of 20 gi (:10 cm)2 of glue spr巳ad

Ter問問alia (4) , Syzygium (20) , Plerocymbium (29) 21nd CeUis (30) in the c21s巴 of gluing with 

lτlel21míne-ure乱 co-condensation resin. 

Alstonia (2) , Octo削eles (8) , Cり少towrya (12) , A四tiaris (15) , Pterocymbiul月 (29) and Celtis (30) 

in the case of gluing with urea r巳sin.

Especi21ll y in th巴 plywoods glued with melamin巴-ure21 co-condensa tion resin , the boncl 

strength by the sp1'ed of 30 g; (30 C111)2 show巴dhほhe1' v21lu巴 comparecl w咜h that of 20 g spr四d.
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ねf boards 

2ι1 Par劦deboal'd 

'1、引 discuss suitabilit:，り f tropicaJ haγdwood as I'awπlateriaJ [0γparticleboarcl ， the influen仁e

01 spcciilc 芯了avities and extractives of t11巴了司、v rnaterials on thc lTlachinability in preparing 

p日ずticles 乱nd the propertics in resultant boaτds wcrε inv日目tîgated ，

ProcedUl:'C 

1) Manuf乱cture ()! part 1仁 lc iJ()ard

Thin、 indiv Í(htals 川一い.venty-ÍOUY spccies yverc cut by disc-type shavln日 rn乱chìnc 乱立cl lheu 

rcducec1 by 11乱rnmヒr crushcr , The 引Z巳5 りf thc resultant particJes wc[c 0, 2 mm  ,'( 1 mmλ 

20 mm for :mrfacc'Jay む了乱n c1 0 ,:') mmメ :J 10 mln X 20 mm  for core in three'Jayer bO<1工 ιl.

'1 、he l1!oi,;turc cnntent of surface parti仁le after glllC S)丸山c1iロ IV出 18あ， ancl that 01 じりre

part�le was 10ヌッ In thc 仁とise 01 sornc sp<: 仁íes which causcd thむ blow or Dun正 ture during 

hot~prεssíng ， howevεr ， tbe mo﨎ture c�tent of surface parti仁 le was depressed to 1:';96 抗日hown

in super scγipt Nü , (¥ in '1三lblE、 10， '1'11εadhesivc (urea rcsin、日()J 乱rn1口 c J 4;)2 , 49守 solidぉj

content was 11 え; I()r surface particle and 7 日[， fり r coγじ in oven-dr)- 日t自民 会 l'he hardener , C旦t四

alyst 乃花， was used at ;1 rate o[ 30(, ()f liquid resin , 1斗lむnり11仁 reSlれ \,V (10 ヒ xceρt10τlally used lor 

Pteroりm /Jiuln (29) which causec1 thé、 punchJre 山uring holφp-res~::dng) evcn in 13ア!6 of Tlloisturど

content in surface particle 

Wei呂:'hing rati(一) of surface to 仁ore particle was 1 : :2 in dry state , The size of the boanl 

pr巴ssed was 15 lTIm ノ< 35 CI11 X ~5 C111 , The t札rεet'specifìc gra vity ()f boaτd was 0, 70, The temｭ

pera tu re of the hりt'prcss platεn ¥vas 1:")00C司社nd the presち ing time was 10 min , '1、hc prcssure 

was appli記d on a slep-do官 n SyStC t11 りf 30 kg c江戸 (:l min) , then 15kg,cm.2 C-llnin) and fmaIly 

kg ," C1l12 (ιl 凡lÍn)

Thlεe replications ()f Lhe board w巴r巴 madむ for tぷch speci出

三) Testing proじ巴durc

Jn t:he case oJ mea >ò uri 日只 quantitv ()f colcl \vaLer 巳xlractiv巳s and Lhel1' ac�ity (pH) 日()ι

リ f 1 he core partic1cs weγe inlJJ1crsecl illto 2ιdistiJ lE、 cl water for 24 hours , 

All boarcl specimens wcre LcsLecl aftel じ口nιlitioning Ior threc viceks at 20'C temperature 

and 6596 rel 乱l.ive hUJ 日iclity ， Bending pτoperties ， intern日 I boη c1， \VÜ口d scrcw holding strcn釘th

and th:ickness swcl1ing aftcr 2,1 hours water immersion were testeぐ1 by ]IS A ;)908. Six rεp町

licatiol1s were usec1 for じach condition 

Results 

1) Machinability in 8h旦ving

Thむ specitic graviti巴s ()f thεraw mater�ls uぉecー! in this study \veτc distributecl from 0 , :)1 

to (), 86 as shown in Tablθ10， 1n the ca抗、 of specimens having too high spεciú仁 gravity ， lhe 

kniJe of the shaving rnachine waδeasily clull己d 匤 tbe p� cess of preparing the particles 

Although the wood species f[0111 Papu乱 Nマew Guinea showec1 low 日 p思ci五c graviLy below 0 , 4 at 

the rate of :-1 09ó 口f whole spcじ1巴S ， thc shaving knif巳 was easily blunting in several spccicsヲ

bccause fuzzy grain pluck巴d by cutt匤g werc casily apt to adhere io the edge りf thc knife , 

In respect to machinalコility in cutting particle , thc suitable speじific gr旦 vity oj th巴 raw mate揃

rials se巳l11ec1 to be clistributecl from 0 , 40 to (), 70 

1n the case of thど spccícs which contain巴cl l110rc than :2;:わ 01 cxtractives in cold w辻ter imｭ

t11巴rSlOIlヲ the extractivcs stuck alld burned to the knife and kníf巴c1�c ()f the sha v in芯 machine

This seems to be 乱 neg旦tive factoτfor じutting of part�ic 
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2) Relationship between acidity of species and puncture occurred during hot-pressing 

Although a normal wood in gen邑ral shows lower acidity than 7 in pH in cold water exｭ

tractiv田， the several species in this study showed higher pH (more than 7) as shown in Table 

10. '1'h巴 species contaminated by blue stain showed accid巴ntally higher pH. 111 this study , 

however, the blu巴 stajns were r巴cognized in the sapwood of 12 specimens among 30. Thereｭ

fore, it seemed not to have a correlation between blue stain and alkalinity of cold water e五回

tr乱ctives.

On the other hand, th巴 two species having higher pH (more than 7) in cold wat巴r extr呂c­

tives caus巴d the blow or puncture during hot-pressing. This is because of the fact that urea 

resin usually ought to cure in 乱cid state and therefore, when the cold water extractives of 

wood shows alkaline state, gluability of urea r巴sin decreases. 

3) Influence of d巴τlsity factor on properties in particleboard 

As the corτelations betwe巴n the board properties and the specific gravity were not signifｭ

icant in sev巴ral sp巴cies ， th巴 density factor (specific gravity of boardjspeci五c gravity of raw 

mat思rial) was used instead of specificεravity of thεparticleboard wh巴n comparing with the 

board properties. 

The sp巴cies which caused the blow or puncture during hot-pressing showed low density 

or high density factor when pressing th巴 particleboard. And also the particleb。丘rd from high 

density materials showed the low grade properties due to their non四compressibi1 ity as shown 

in Table 11. In thickness swεlling in 24 hours watcr immersion , exceptional1y higher density 

materials showed relatively small swelling. 

As far as low grad巴 properties in partic1eboard bonded by urea resin were concerned, the 

fol1owing species were signi五cant: Pte仰cymbium (29) , Alstonia (2) , Antiαyis (15) , Octomeles (8) , 
Celtis (30) , Syzygium (20) and H01nalim (10). 

And the lower-and high巴r-density species wer巴 also not suitable for the machinability in 

cutting particles. 

2. 2 Hardboard 

To discuss th巴 suitability of troplcal hardwood as raw material for hardboard, mechanical 

prop巴rties and water r巴P巴l1ency of boards were investigated. 

Proce品ure

1) Manufacture of hardboard 

The chips which were prepared frorn thirty individuals or twenty-thre巳日pecies were 

st巴乱med for 4 min and fiberized for 1 min in labor旦tory-type Asplund D凶brator at thr巴e tem咽

perature 1ev巴ls (165, 175 and 1830C). The coarse fibers obtained w巴re re五ned in Sprout 

Waldron's 121/ re五ner at roon tεmperatur巴 Pulp freeness after refiロing was 22土 2 s巴cond.

After the pulp was agitat吋 in a pulp chest, th巴 wet 五ber mats were prepar巴d in a 25 by 25 

cm forrning box, then cold-pressed to remove 巴xcess water. Moisture cont巴nt of the pulp was 

about 65% in wet bas巴. '1'he pulp used for a mat was 200 g in bone-dry state. A schedule 

applied in hot pr巴ssing is shown in Fi!ミ. 10. Most of th巴 boards weτ巴 sized with p旦raffin

emulsiol1 and were strengthened with phenolic r巴sin in v旦rious adding 1巴vels ('1'able 12) ー

2) Testing procedur巴

B記nding strength and water absorption were tested by JlS A 5907. In th巴 case of impact 

bending strength, Charpy type irnpact test日r was used , and tensi1e str巴ngth specimen was siz己d

in 2. 5 x 20 cm and tested by Tensilon type testing machine. Three to six replic乱tions were 

nsed for each condition. 
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民esults

The r一巴sults obtained are as follows: 

1) The u口tr巴ated hardboards from all of th巴 species showed higher water resistance than 

tha1. from ]apanese hardwood. 1'he sizin広 tγ色atment might be necessary 匤 commeτcial proｭ

ductioIl. 

2) The sízin只 by para伍 II wax emulsion wa日 remarkablyeffective for improving of water 

repellenιy ， 日o m08t of the h呂τdbo日 rd sized coulcl mee1. the requirement specifiecl in Jap札口εso

industrial stanclarcl for hardboard 昏

3) On the other hand , t11e sizing by phenolic resin was mark旦bly effective foτimproving 

both the mechanical properties and water repellency of hardboard, in proportion to the amount 

of rεsi n acldecl. 

4) The oil-ternpering o[ hanlboards was also significantly effective for improvinεlhe 

boarc1 pr叩erties in all wooc1 species tested , anc1 the rate巴，~ 0ぱf imp戸I

乱re γoughl匂y 伺tim"以lt一 t巴凶c1 乱記t 3叩o tω口 5印0;ω6 0ぱf the陀ε p仰r仰口叩pe町rty le巴ve凶l呂 O叩口 unれ1tれre乱叫te吋d har吋c1boχ，Xl口)日別r司d.

5) Table 13 shows the 1e8u[ts ()f the properties iηhardboard. 

3. Pulping 

3. 1 Morphological propel'ties of wood fibers 

Pτoperties of pulp 乱nd iìberboard 社re affect巴d by morphological propertie8 of wooc1丘bers.

To clarify the r巴lationshíp betwe巴n th色m in thεcase of tropical ha了dwood species，五ber length , 

日ber c1iameter and thi仁kn色S8 of ceJl w乱11 were measured. 

Procedure 

1) Thirty sulphate pulps, which were preparecl in pulping of sp臼:imens from sampJe logs 

(日間 3.2) , were used without drying. 

2) By using ()f pro品1巴 projector， 011e hundred and fifty fibers w巴r巴 T口casu工 ec1 in 1巴ngth

(mag江i五cation 100) , and fifty f�ers were mεasur巴d in 品ber dia111et巴r 司nd lumcn wiclth (magｭ

nl丘じatioロ 1, 000). 

3) Average valu巴 ()f cell wall thickness is obtained from the avcr品店e v乱lue ()f fiber diamｭ

eter ancl lumen width as fol1ows: 

cell w乱11 thicknes日二(五ber diametωー lumen width)j 

Results 

Results obtain日d are shown in Table 14. The total mean of íib巴r Jength was 1. 37111111. 1n 

th己 group of long 五ber， Palaquium (27) showed the longest 長ber (1. 94 mm，日nd subs巴quently

Homalium (10) L 80 mm, Octo削eles (8) L 76 111111 , Syzyg�m (20) 1. 67 mm  and Artoωゅus (16) 1. 60 

mm. 1n the group of short 五ber， Pometia (23~26) anc1 Antiaris (15) were O. 99.~ 1. 08 mm骨1'hc

val ues iu the fiber length of the specimens from Papua New Guin巴a ar巴 sltuat記d betw巴en that 

()f Japanese hardwood anc1 softwooc1. The value ()f the、五ber diameters rangec1 from 21c~43μ， 

and Alsto削ia (2) , Planchonella (28) , Palaquim (27) ，。イ'fomeles (8) ancl Artor:ar�us (16) be1011反 to

the group of la市町五b巴τ c1iameter.

1n the cell wall thickness, Homalium (10) showed a maximum thickncss (11. 2μ) ， however , 
other species rang母d fro111 5. 7.-~9. 7μ. 

3.2 Pulping 

The prescnt paper d巴als with results of the laboratory work on the sulphate pulping anc1 

the propeγties of the sulph日te pulps hom thirty specimεns ()f t ropical woods , 
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Procedure 

1) Sulphate pulpin又

The logs we了巴 cut into chips with 乱 guillotine type chipper. 

Sulphate pulps were p了邑paτed in a ,J-litre stainless steel aut口clave equippecl with an elec戸

tricallv controll巴cl heater. 

The pulps w巴re washec1, disinte宮r乱tεd ， ancl screenecl on an 8-cut screen plate. Pulping 

conditions are shown in .ど乱blとよ :ï. Yield cleterminations and subsequent evaluations were madε 

on the scr巴enecl p111 ps. 

2) Kappa τlUmb巴r determination 

Kappa number of the pulps was det民 mined in roder to estim乱te the resicluai lignin con. 

tent ()f the un bleached pulps. Furthermore, Roe numbers were 口llcul託ted by multiplying the 

Kappa numbeγs hy the factor , O. 16. 

3) Bleaching 品nd Brightness measurement 

The pulps from thεeight speciεs were sLlbjectecl 10 h!eachin只巴xaminations ， and they w巴れ、

accomplished in a five-stage bleaching sequence , C-E-D-E-D. The b ,.. ightness of the bl日ached

or unbleached pulps was measured according to the appropriate ]IS 1ηethod. 

T、rials were also made to reckon PC numbers which represeni the e仇ct ()f heating at 

l05'C for 18 hrs 011 colour reγersion 口 f th巴 bleach巴d pulp日目

4) Beating 

Beating opeτations weγe done by means ()[ a PFI mill accorclin p;令 to T A PPI Standard T 248. 

Most of the pulps w巴"'e b在日ten to 220 土 20ml CSF 

5) Ev乱!l1ation of pu�s 

Handsheet making and testin広 W巴re carried out according to th日 method descr・ ibecl as JlS 

Results 

The properties of the unbleach巴d sulphate pulps are shown in Table 16. 

Most of cooks were made in th巴 liquor-to-wood 下atio of 5.0 or 5.5, with a f巴\V exceptions 

in which the appar在日 t density of wood chips ¥Vas out of the ordinary. 

Total pulp yield ran符ed from 40.75ち (Alstonia ， 2) to 50.5% CPlanchonella , 28). 

The pulps from ，，;戸ondias (1), Canarium (3) , E封caly戸tus (17, 18) , and PlanchoneUa were supeｭ

rior ，旦nd those from Alslonia, Term問alia (5 , 6) , S'yzygiu附 (20) ， Anthoce声halus (21) , and Pometia 

(23-, .25) werεi nferior to the others in yield. 

The Kappa number or Roe 11umb巴r of the pulps was ()f C()l11mon value for suiphate pulp8 , 

but those from Cry戸tocαrya (12) , Evodia (22) , Po制etia (24) , anc1 Planchonella showed comparatiｭ

vely low numbεrs. 

111 th巴 course of pulping of Syzygium , some pitchy precipitation was noticeable, though it 

was of 110 significance in bl日aching.

The brightness of the unbieached pulps from Cγyptocarya， Planchonella , and Evodia was 

higher as compared with that of pulps from th色 others ， while that from Homalium (10) gave 

the lowest brightness, 11. 7. 

The results of bleachinεtest are shown in Table 16. 

The brightness of the bleachecl pulpsγangecl from 76.9 to 82.0, indicating that th邑se pulps 

have !ess bleachability thal1 that of pulps from ]apanese wood. 

Th巴 results from the beating tests and evaluation data for the unbleached and ble旦ched

pulps are shown in Table 17. T、hεpulps from Caloρhyllum (11) and Pometia (23) required 

somewhat ionger heating timεthan those from the others 
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Thesc pulps had on tﾌlc whole sli只htly highεr tearing resistallce, tellsile strength , burstiロg

stren記th ，乱nd foldinど endurance than that ()f thじ pulps from ordi日 ary tropical woods 

The slre l1 εt11 pro]J巴 rties 札口d the h札口dsheet clensities ()f the pulps from Term�alia (札 7), 

Caloρhyllum ， E'oodia ， 乱 ncl Celtis werc similar to that of the pulp from 乱 harclwoocl such as 

Jap日 nese beech woocl 

IL m乱y he given as 乱亡口nclusÎon th日 t all the w口oc] sampl日s investigated are suitable 101 

pro(] llC!Î O日 oÎ sulphate pulp日 for papermaldng'，斗lthough they ShOWl鹽 relativcly lower vields 

ancl stren記 t11 properties りf pulps than \]lOSl、 of p Ll lp日 from J 日 panεse woods 

。f charcoal 

To disCllSS 乱 suitabilit v 口 i trり pical h乱nlwooc] as ri¥W l1l乱terìals ror clmrじoa 1. the pnJpertie~ 

of charcoals macJe � a yむとt日n文 ul乱γ block kiln WE're investi只al 日d

Procぞdll l'ß

1) '1 、hc rれ仁tan日 ular 1110clぇ kiln (Fiロ 12) 

γhe nlateri乱ls of COflstruιti口11 were lighl 川、 rn巳n 1. bloζks ， cerJ1 ent , sand ，日 ravel ， castahlε 

τefractoγy 仁じrncnt ， s!ccl re�forcing rods and ceγamic pipes 

The sizc of the ki In 百v21s 150 cm wicle anc� :lOO cm lonピ日日d 120 cm high (�siclc d�cl1sions) 

lt was built 011 a poured con仁 rete floor (}f aboul 20 仁口1 thiじk '1'hぞ kiln had thre丘 、val!s made 

()f a sing le-J日yered liだht cement bl口仁 k of Fi cm thick and lincd w�h a c乱stab!e refr乳ctOf :y

仁εment ()f 1 cm thick , The cei !inぷ ¥vas n1adc 0 [ 士cinforーじed 仁oncrete linecl with a c21st孔blむ

rc[ra仁tory ccmcn t of 1 じm t11ick (Tablε18) ， 

Tes¥ specimens ¥Vcre 30 indi viduals 01' 24 spe仁 ies 日nd the size of specimens was :) cm square 

in cross se仁 tion and 100 cm lon)ミ T11とおと日pecimcns were vcrtically c11品rgecl to廷ethcr O!l a 只rid

of round woods aboul. 10 cm tbick On thc 刊oor in t.hc cεntτal paτt of t11e ki!n 領 1n thεren1_airト

ing space , japanese round ]1 aγclwoods were vertic日 11y け1arg己cL The sum of the main woods 

was about 2, 5 tons in weight 

2) Charco註1 an乱lysis

Volur孔ctri仁 gravit1' (g じ m3) was gi ven 社民 weJιhl iu unit volum.e of charco乱 L Harclness ()f 

charcoal snappin只 surface in cross section was de(crmincd 111' Miura charcoal harclness tester 

(1 (0 20 in clc記 rec) ， Hard char仁oals (H) show日d above 1 dE'g士巴日 in harclness , and 80ft 仁ha1'­

coal日 (S) bεlow 1 de只ree， Char仁oal yicld wa8 given with ;6 ()f weight ()f ori 符inal wood (air 

dry) , and charcoal shrinkage w乱s gi vcn with '10 of length of original wooc! (air clry) 

A rcfmi口氏 degr合問 。f charcoal was indicatcd by the exponent 01' thc clec¥ric resistance 

detcrminecl in charcoal sudacと

民1oisturc ， a8h , ¥'olatilc matter , and fixec1 carhon in ch孔γ仁oa1 rI1巴aSllred 乳仁cording ¥0 

the rnethocls ぱlIS M 8812 (1 963) , 

Results 

1) '[、emperatures durin只 carboni芯atíon

Carboniz乱tion ¥emperatures in the upper and the loweγparts of the ぉpecìmens in thc ccnｭ

tral part of the kiln , 乱ncl thc out1et of smoke st乱仁k arc given .i 口 Fig. 13. It can be recoε;nized 

fro111 t his 澵gure tha ¥ thE' 仁社rbonization of the 1立al 口、lVood in the kiln is successfully proceedin芯

The t�!lle 01' carboniz乱tion II日edecl was 孔)Jout 70 hr , ancl the 澵nal te口lper乱turcs are 700'C 品i

the l1pper jJart and GO()OC 司 t I.he lower part of the spεcimens in the kiln , aml 380"C 乱t the 

outlet of smol氏、 staじk
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2) Properti巴s of charcoal 

The properties of th邑 charcoals obtained were arranged in th巴 order of speci五c gravities 

of original woods as shown in Table 19. The higher speci五c gravity of orinigal wood was, 
the greater volumetric gravity and hardness of charcoal were, and the smaller shrinkage and 

volatile matter of charcoal w巴r巴. Many tropical woods have th巴 ash content of abov巴 lタム

whiJe many charcoal specimens in this study showed more than 2. 5労 ash content. 

The charcoals of Pometia (24, 25) and Intsia (13) were higher in hardness than that of 

oth巴rs.

Hard charco旦Is (H) would be able to use for domestic or industrial purpos巴s ， and soft char凶

coals(s) may be used 乱s a raw materi呂1 of charcoal briquettes 


